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文ɿ高原चඒ　ࡱӨɿ山田ਅ ӈ下ɺ16�7）	ɺ宅間ᅳ博（13（上ɺ14�5ࠨ	13࣮）

自 分 の 中 の  
B o r d e r を 超 え て
自国を離れ、他国で活躍する校友がいる。
想いを叶えるため異なる言葉や文化の中でも
ひたむきに突き進み、自分の道を切り拓いていく。
そんな二人に共通するのは
「なにを失っても怖くない」という強さだった。

Yoko Yamamoto

Ta Son Tung

Beyond 
Borders 
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コロンビア大学の法科大学院でLL.M.（法務修士）を取
得。LL.M.取得中にニューヨークの国際連合法務部のイ
ンターンシップに参加した。
「ニューヨークの人は声がやたら大きいし、ぶしつけ
……」当初、ニューヨークの印象はよくなかったという。「早
く温厚なバンクーバーに帰りたい」と思ったのもつかの
間、2週間後には「ここで働きたい！」と思うほどニューヨー
クが好きになっていた。「ニューヨークの人はぶっきらぼ
うに感じますが、それは飾らず、素で付き合っているから。
人との距離感や物事のスピード感が私に合っていると感
じました。さまざまな国から色々な人が集まっている場所
で自分の力を試してみたいと思ったのもあります」
現在、山本さんが働いているのは、アメリカに複数のオ
フィスを持ち、約1,200名の弁護士が所属している大きな
法律事務所である。100名ほどの弁護士がいるニューヨー
クのオフィスで外国籍の弁護士は山本さんだけである。今
では訴訟専門の弁護士として大きな案件を担当し活躍す
る山本さんだが、弁護士になったころは職探しに苦労した
という。当時、アメリカでは日本企業の撤退が相次ぎ、「日
本語の話せる弁護士」というだけでは雇ってもらうことが
できなくなっていたのだ。「ビザさえもらえれば何とかなる」
と1年間就職活動を続け、「薄給でもよければ」と小さな
法律事務所が声を掛けてくれた。「弁護士1年生で、得
意な専門分野もなく、英語もネイティブではない私にチャン
スをくれた事務所には心から感謝しています」
山本さんによると、アメリカでは結果を出せば「一緒に
働かないか」と別の事務所から声が掛かるという。大きな
訴訟案件を任せてくれる事務所に入ることを目指し、場
数を踏み、結果を残してきた。「ニューヨークに来たころ
はこんな大きな事務所で働けるなんて夢にも思っていま
せんでした。私は目の前のことを、がむしゃらにやってき

ただけです」と語る。「もし、明日から別の国
で働くように言われたとしても、私は『あ、そ
うなの』と受け入れると思います。今のところ、
ニューヨークより好きな場所はないですが、私
は今持っているものを手放す怖さはありません。
たいしたものを持っていないと思っているから
でしょうね。それよりも、その先にはもっとわくわ
くすることが待っているかもしれない。その期
待や希望のほうが大きいのです」

「早く僕に教え子を自慢させて」
卒業後も応援し続けてくれた堀田教授の言
葉を胸に刻みながら仕事に取り組む。「先生と
の約束を果たす途中で、先生は旅立たれまし
た。私は今でも先生の教え子として恥ずかしく
ないように全力で仕事と向き合っています」

「泣かせてしまうほど厳しく指導をしたのは
山本さんはやればできるのに、やらないのが
歯がゆかったから」恩師は私の可能性を信じ
て、ここまで導いてくれた――。
「立命館大学に入っていなければ、尊敬す
る恩師に出会えていなかった。立命館大学に
入って本当によかったです」
ニューヨークの空の下で山本さんは、そう
語った。

小学生のとき、日本のテレビドラマで弁護士が法廷で
戦う姿をみて、「かっこいい！」と憧れ、弁護士を目指した
という山本容子さん。
「夢を実現するため立命館大学の法学部に入りました
が、実は弁護士になることを早くに諦めていました」と話
す。それは大学1回生のとき、見学に行った予備校があ
まりにも暗く、この雰囲気のなかで司法試験の勉強を数
年間続けることはできないと思ったからだ。弁護士にな
ることは諦めたものの、大学は卒業しなければならない。
せめてゼミは楽しそうなものにしようと堀田牧太郎教授の
英米法ゼミを選んだ。この選択が山本さんの人生を大き
く変えることとなる。

「山本さん、アメリカで弁護士になれば？」
堀田教授からの言葉に山本さんは絶句した。
「日本で弁護士になることも諦めているのに、英語も話
せない私に何の冗談だろう」
堀田教授の指導は、山本さんが涙するほど厳しいもの
だったが、「堀田先生についていけば、道を拓くことがで
きるのでは」という直感を信じて、山本さんは食らいつい
ていった。結果、2年後には「アメリカで弁護士になる」と
決意するほど、山本さんは大きく変化を遂げた。立命館
大学卒業後、英語力を身につけるため、日本人が少ない
アメリカのオレゴン大学に入学。政治学を専攻し、猛勉
強の末、2年かかるカリキュラムを1年で卒業した。「あの
ころの睡眠時間は毎日3時間程度でした。ディスカッショ
ンをするクラスで討論に参加できない、貢献できないく
やしさが私をかき立てました。教授の許可を得て授業を
録音し、家で何度も聞き直し復習。理解できたと思った
ら、翌日の授業の予習。日本にいたころよりも勉強してい
たと思います」と振り返る。その後、カナダのブリティッシュ

人 生 を 変 え た 恩 師 の 言 葉
ニューヨーク州訴訟専門弁護士　　

山本容子さん

Japan ˛ � �New York

1995年 法学部卒業Yoko Yamamoto

巻頭特集 Beyond Borders From New York, USA 
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日 本 のように世 界 から 認められる国 へ
Rikkeisoft  代表取締役会長　

タ·ソン ·トゥンさん

Viet Nam ˛  Tokyo

2011年 情報理工学部卒業Ta Son Tung

ベトナムの首都ハノイの南部にあるアオザイの村、
T
チ ャ ッ ク

RACH X
サ ー

Aでトゥンさんは生まれた。母親もアオザイ
職人として働いていたが、20年前はアオザイ1着で
100円ほどの売り上げにしかならず、とても貧しい暮
らしだったという。そのような状況でも両親は困って
いる人がいると手を差し伸べ、住む場所が必要な人
に自宅の寝床を提供し、共に暮らす生活をしていた。
「あるとき、父が病院で知り合った人の息子さんを
わが家で預かることになりました。彼はとても頭が良
く、まるで家庭教師のように私に勉強を教えてくれま
した。ITの面白さを教えてくれたのも彼なのです」。
ITの専門知識を学ぶため、理系の名門校であるハノ
イ工科大学に進んだトゥンさんは、当時アジアで発
展していた日本で勉強したいと日本への留学を志し
た。夜中の2時から朝の6時まで勉強し、そのまま6
時45分から始まる大学の授業に通う生活。朝方に
勉強をするのには理由があった。家で勉強ができる
場所は限られていて、姉たちが勉強する時間を避け
るとその時間帯になったのだ。家業の手伝いよりも学
業を優先させてくれた両親も勉強ばかりしている息子
を心配して「たまには遊びなさい」と言うこともあった
が、トゥンさんは日本への切符を手にするまでの3年
間、脇目も振らず、まい進した。

日本人を相手にビジネスをする怖さはなかったのか
尋ねると「ない」と即答する。「日本人はまじめでうそ
をつきません。また、結果主義ではなく、プロセスを
重視し、努力している人間を評価してくれる。私は日
本の仕事のスタイルが好きなのです」。そして、こう続
ける。「私はお金も人脈も、何もないところからスター
トしました。失敗しても失うものがないから、全然怖く

なかった。それは今も変わりません。それよりもやりた
いことがたくさんあって、怖がる暇はないのです」と目
を輝かせる。
ベトナム国民の平均年齢は28歳。1986年のドイモ
イ政策で計画経済から市場経済への移行後、2016
年の経済成長率は6.21％と急成長を続けるベトナ
ムだが、仕事や品質に対する意識がまだまだ低いと
トゥンさんは指摘する。「ベトナム人はmade in Viet 
Namよりもmade in Japanが好きです。ベトナム人
自体が自国の品質を信じていない。日本の品質や仕
事に対する意識の高さをベトナムに浸透させたい」
ベトナム出身ということで悔しい想いをしたことがあ
るという。立命館大学留学中、ビザの申請が間に合
わず、イギリスで開かれた学会に出席できなかったの
だ。「海外での学会出席は私の夢でした。日本の同
級生はビザなしでイギリスに行けるのに、私は入国で
きなかった。ベトナムは世界に認められていないのだ
と実感しました」。自分の孫たちがビザなしで渡航で
きるくらいベトナムの経済を発展させたい。日本のよう
に世界から尊敬され、認められる国にしたい。その想
いがトゥンさんの原動力だ。
同社は2020年までにスタッフを1,000名に増やし、
売上高25億円超えを目標としている。先日、日本企
業の会長からあることを持ち掛けられた。どちらが先
に従業員1万人を超えるほど会社を成長させられるか
という勝負だ。「相手の会社は弊社より何倍も大きい。
それでも私にそう言ってくださったのはビジネスパート
ナーとして認めてくださっているからだと思います。そ
の気持ちがとてもうれしいです。でも、勝負には負け
ませんよ」とトゥンさんはにこやかに教えてくれた。

「はじめまして。よろしくお願いいたします」
日本人が恐縮するほど深々とお辞儀をして迎え
てくれたのは、Rikkeisoft代表取締役会長のタ・
ソン・トゥンさん。Rikkeisoftは2012年にベトナ
ムで設立。社名の「Ri」は立命館大学に由来して
いる。当初、4名だったスタッフも今では300名
以上に増え、2016年には日本法人も立ち上げた。
取引先はすべて日本企業で、スマートフォンアプリ、
ゲーム、ウェブシステム、金融・業務系のソフトウ
エア開発と業務内容も年々拡大している。スタッ
フの半数以上が日本語能力試験（JLPT）の上級
位認定者で日本語を使ったコミュニケーションに
支障はない。それに加え、難関大学の出身者など
の優秀な人材を集め、製品のクオリティーを高め
ることで取引先を着実に増やしている。
トゥンさんが来日したのは2009年のこと。ハノ
イ工科大学在学中に国際協力機構（JICA）のIT
人材育成プログラムの第1期生として立命館大
学情報理工学部に留学した。立命館大学で2年
間学んだ後、ベトナムに戻り、国内最大手のIT企
業に就職。プロジェクトマネジャーとして活躍して
いたが、好きな日本で日本人を相手に仕事をした
いと独立し、現在に至る。
「留学時代は、教授を独り占めするくらい研究
室に通いました。その他にも問題解決のアプロー
チ方法など学んだことがたくさんあります。今の私
があるのは立命館大学のおかげです」と語るトゥ
ンさん。自分ができることは何でも協力したいと、
毎年、インターンを十数名受け入れるなど立命館
大学とのつながりが続いている。

巻頭特集 Beyond Borders From Tokyo, Japan
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ͳͥͳΒɺ日本ʹ͸ҎલかΒ೶ༀࢄ෍ͷͨめʹラジΦコ

ンτロールϔϦコϓターΛ使༻しͯいͨྺ͕࢙͋ΔかΒで

͢ɻυローン͸ۭ中ΛඈͿ͚ͩͷ役ׂで͕͢ɺ౥͢ࡌΔ

センαー΍カϝラͷਫ਼౓͕͕͋ͬͨ͜ͱで׆༻ͷ৔͕޿

͕ͬͯいま͢ɻྫ͑͹ɺ上ۭかΒͷࡱӨΛར༻しͯイン

ϑラͷ管理ɺ఺ݕɺܭଌɺ͕ࠪݕՄೳで͢ɻまͨɺ10

Ωロͷ෺Λ運Ϳ͜ͱ͕できΔυローンΛ日本で։ൃしま

しͨɻ日本͸͕֐ࡂଟ͘ɺಓ࿏่͕յし཮࿏͕;͕͞Δ

͜ͱ͕ଟʑ͋りま͢ɻ͜ͷυローンΛ使͏͜ͱでɺ人͕入

Εͳ͘ͳͬͨ৔所ʹいΔݽ立ऀʹۭかΒӴ੕ి࿩΍水ɺ

৯料ɺ医ༀ඼ͳͲٸۓ෺ࢿΛಧ͚Δ͜ͱ͕できま͢ɻυ

ローン͸ɺ人命ٹॿʹ΋役立ͯΔ͜ͱ͕できΔͷで͢ɻ

υローンͷ׆༻ൣғ͕͕ͯͬ޿い͘ʹैいɺਖ਼し͘安શ

ͳ使いํΛマεターしͨૢॎऀΛ育੒͢Δ͜ͱ͕ඞཁͱ

ɺฐ社で͸2016͑ߟ

年 か Β「%+I	 $".1」

ͱݺ͹ΕΔٕೳೝ定

Λ行ͬͯいま͢ɻಠ

ࣗͷೝ定カϦΩュラム

でɺ3年間で10,000

名ͷૢॎऀͷٕज़Λ

ೝ定͢Δ予定で͢ɻ

2015年ʹվਖ਼͞Εͨ

日本ͷۭߤ法で͸ɺ

行ͷ安શߤ機ͷۭߤ

ʹӨڹΛٴ΅͢地Ҭ

΍人口͕ີूしͯい

Δ地ҬͳͲでυロー

ンͷඈ行Λࢭېしͯいま͢ɻ現在ɺ日本で使ΘΕͯいΔ

υローンͷ໿9ׂΛฐ社ͷ製඼͕઎めͯいΔͷでɺਖ਼し

い஌ࣝ΍ૢॎ法ɺඈ行モラルΛ਎ʹ෇͚ͯいΔ人ࡐΛ育

੒・ೝ定͢Δ͜ͱ͕日本ʹ͓͚Δυローン業քͷൃ展ͱ

安શͳ産業ར༻Λਪਐ͢Δ͜ͱʹͳΔͱ͑ߟɺ取り૊ん

でいま͢ɻ

目的と選択
͸ɺ小学ੜʹͳΔલかΒ「ロϘッτΛつ͘Δ」ͱपғࢲ

ʹએݴしͯいましͨɻͦΕ͸ɺ母͕Ո事で๩しͦ͏ʹし

ͯいΔ࢟Λ見ͯ母Λॿ͚ͨいͱͨͬࢥかΒで͢ɻ高校ੜ

ʹͳͬͯ΋ͦͷ૝い͸มΘりまͤんでしͨɻ日本͸ロϘッ

τͷ͕ڀݚਐんでいましͨしɺख⃦治஬氏ͷ「మ࿹アτ

ム」Λ見ͯɺアτムͷΑ͏ͳロϘッτΛつ͘りͨいͱࢥいɺ

立命館大学理工学部ロϘティΫε学Պʹཹ学ੜͷਪન࿮

で入学しましͨɻͦͷ͜Ζɺ日本でロϘティΫε学Պ͕͋

誰もが大空を飛ぶ夢を実現できるように

ޖ
㆔

	ᰄ
ㆨ ㆄ

͞ん

%+I +"1"N 株ࣜձࣾ ୅ද取క໾

2008年	理工学ڀݚՊ修ྃ

ʦࡱӨʧ୐ؒᅳത

RITSUMEI INTERVIEW

2016年	新製඼ൃ表会でొஃしͨ͞ޖん
（ࣸਅ提ڙɿ%+I	+"1"N	株式会社）
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ͯ΋ͦ͜かΒ学΂͹いいɻͩかΒɺ経営ऀͱい͏立৔ʹ

ͳͬͯ΋ɺڪΕͣલʹਐΈଓ͚Δ͜ͱ͕できΔͷで͢ɻ

υローンͱい͏ロϘッτͷ出現ʹΑͬͯɺۭͷ׆༻ํ法

Λ୳し܈ڕΕΔΑ͏ʹͳͬͯきましͨɻۭかΒ͞౼ݕ͕

ͨり΋できΔでしΐ͏しɺ૝૾͢Ε͹͢Δ΄Ͳɺ͞ま͟ま

ͳ分野でͷ׆༻ํ法͕͑ߟΒΕま͢ɻࢲͷ目త͸人Λॿ

͚ΔͨめͷロϘッτΛつ͘Δ͜ͱɻ%+Iͷミッγϣンで͋

Δイノベーγϣンͱ׬ᘳͷݶքΛ͛޿ɺ୭΋͕大ۭΛඈ

ͿເΛ࣮現できΔ͜ͱΛ目ࢦしͯいきま͢ɻ

Λ࣮行しましͨɻτッϓʹ立つ人間͕ࣗ分ͷબ୒ʹࣗ৴

Λͨ࣋ͳいͱɺ部下͸ついͯい͘͜ͱ͕できまͤんɻͦ

しͯɺࢲ͸εタッϑʹ΋ਖ਼しいબ୒͕できΔ人間で͋Δ

͜ͱΛ๬んでいま͢ɻͳͥͳΒɺͦΕ͕ਅͷஐͩܙかΒ

で͢ɻ

「今」すべきことをする
いついͨΒू中しͯ෺事ΛਐめΔタイϓで͢ɻࢥ͸ࢲ

৸Δ間Λ੯しんで࢓事Λ͢Δ͜ͱ΋͋りま͢ɻͦͷεタイ

ル͸大学࣌代ͱมΘりまͤんɻͱいいつつɺਭ຾Λしͬ

かりͱΔ͜ͱΛ৺ֻ͚ͯいま͢ɻເͷ中でԿかͻΒめ͘

か΋しΕまͤんし（স）ɻΦϑモーυͷͱき΋ɺؾʹͳΔ

͜ͱΛগしͷ࣌間で΋ௐ΂ͨりɺ本Λಡんͩりしͯ৘報

ऩूΛしͯいま͢ɻͦΕΒ͕஝ੵ͞Εͯɺ大きͳͻΒめ

きʹつͳ͕ͬͯいま͢ɻ

ੈքͷਐΉεϐーυ͸ɺΘΕΘΕͷ૝૾Λ͸Δかʹ௒

͑ͯいま͢ɻͦͷεϐーυͷ中で͸Կ年΋ઌͷ中・長期

目ඪΑりɺ࣮現ੑ͕高い୹いεύンでͷ目ඪ͕重ཁͩͱ

ʹୡ੒͢Δ目ඪΛ立ͯͯ業務ʹޙɺฐ社で͸3カ月͑ߟ

取り૊んでいま͢ɻ

͸ඇ常ʹϙジティϒͳ人間ͳͷで͕͢ɺͦΕ͸Τンࢲ

ジχアͩかΒͩͱࢥいま͢ɻΤンジχアʹͱͬͯόά͕出

Δͷ͕日常஡൧事ɻͦΕΛվ善しͯΑり良い΋ͷΛつͬ͘

ͯい͘ɺόージϣンアッϓΛ͢Δ͜ͱ͕࢓事で͢ɻࣦഊし

Δͷ͸立命館大学͚ͩͩͬͨͱهԱしͯいま͢ɻࢲ͸ಉ

学Պͷ2期ੜで͢ɻ͞Βʹ学ͼΛਂめΔͨめ大学院ͷ工

学設ࣨڀݚܭʹਐΈɺロϘッτϏジϣンγεテム΍ը૾

ॲ理ɺロϘッτ੍ޚͷڀݚΛしͯいましͨɻࢲ͸εイッ

チ͕入Δͱ຅಄͢Δタイϓͳͷでɺͦͷ͜Ζ͸ࣨڀݚで

৸ധまりしɺࣨڀݚで฻Βしͯいͨͱいͬͯ΋աݴで͸

ͳいੜ׆Λしͯいましͨɻࣨڀݚで஥間ͱುΛғんͩ͜

ͱ΋いいࢥい出で͢ɻ

߹間Λ๓ͬͯ20छҎ上ͷアルόイτ΋経ݧしましͨɻ

レετランでͷௐ理ɺՈిྔൢళでͷൢചɺࣗಈंͷΤ

ンジンΛつ͘Δ工৔ɺϓラεティッΫͷՃ工工৔ɺラーϝ

ンΛつ͘Δ工৔ɺแ૷ͷ工৔ͳͲで͢ɻ෺͕ͲͷΑ͏ʹ

つ͘ΒΕɺͦΕ͕ͲͷΑ͏ʹ消අऀʹΘͨΔͷか࣮際ʹ

学ͼͨ͘ɺଟछଟ様ͳ࢓事ʹ携Θりましͨɻ

在学中 「ʹ3JU[Z」ͱい͏όεケッτϘールチームΛ஥間

ͱ立ͪ上͛ましͨɻࢲ͸理工学部ͱい͏͜ͱでホームϖー

ジͷ管理ͳͲI5ؔ܎Λ୲౰しましͨɻ͜ͷチーム͸ඇ公

式ͷஂମで͸͋りま͕͢ɺࠓ΋ޙഐͨͪʹड͚͕ܧΕ׆

ಈ͕ଓいͯいま͢ɻͱͯ΋͏Εしい͜ͱで͢ɻ౰࣌ɺ理工

学部ʹ͓ΒΕͨમ学๠।教त（現・立命館アジア太平༸

大学ʪ"16ʫアジア太平༸学部।教त）ʹ 3JU[Zͷސ໰ͱ

し͓ͯྗఴ͑いͨͩいͨͷで͕͢ɺͦͷごԑかΒɺࡢ年

"16でٛߨΛͤͯ͞いͨͩきましͨɻテーマ͸「બ୒」ɻ

大学で͸ɺत業΍本かΒ஌ࣝΛಘΔ͜ͱ͸できま͕͢ɺ

ԿΛબ୒͢Δ΂きかΛ教ΘΔ機会͕΄ͱんͲ͋りまͤ

んɻ大学Λଔ業しͯ社会ʹ出Ε͹બ୒ͷ࿈ଓでɺͲͷΑ

͏ʹબんͩΒΑいか్ํʹ͘ΕΔ人΋ଟいͱࢥいま͢ɻͦ

͜で学ੜͨͪʹਖ਼しいબ୒ͷํ࢓Λ学んで΄し͘ɺ「඼川

Ӻで効Ռతʹٻ人ࠂ޿Λ出͢ʹ͸」ͱい͏ٞ୊でϫーΫ

γϣッϓΛ行いましͨɻ͜Ε͸࣮際ʹฐ社でݕ౼しͯい

ͨҊ݅で͢ɻ࠷ॳ͸ͯ͑ߟ͘ݻいͨ学ੜͨͪ΋ɺώンτ

Λ༩͑Δͱॊೈʹ࢝͑ߟめɺඅ༻ର効ՌΛଌりɺ۩ମత

ʹめましͨɻͦͷ݁Ռɺ学ੜͨͪ͸「඼川Ӻ࢝Λ౼ݕʹ

Λ出͞ͳい」ͱい͏બ୒Λしましͨɻインターࠂ޿人ٻ

ωッτΛ使͑͹΋ͬͱ安͘効Ռతͳٻ人ࠂ޿ΛଧͯΔͷ

で͸ͳいかͱಋき出しɺͦͷ݁࿦ʹͨͬࢸͷで͢ɻ͜Ε

͕બ୒で͢ɻ目తΛୡ੒͢Δͨめબ୒Λ͢Δɻ͋まͨ͋

Δબ୒ࢶʹ࿭Θ͞ΕΔͷで͸ͳ͘ɺ目తΛୡ੒͢Δͨめ

ʹඞཁͳ͜ͱΛબ୒͢Δͷで͢ɻ

いま͢ɻԿかͯͬࢥ͸ɺ常ʹࣗ分ͷબ୒͸ਖ਼しいͱࢲ

ࣦഊしͨͱしͯ΋΍りํΛ間ҧ͚͑ͨͩでɺબ୒ͦͷ΋

ͷ͸間ҧͬͯいͳいͱい͏ࣗ৴͕͋りま͢ɻલʹड़΂ͨ

%+I	 $".1΋国಺ॳͷࢼΈでγεテムͷߏஙʹ͸コετ

΋࿑ྗ΋かかΔ͜ͱ͸理ղしͯいまし͕ͨɺ安શੑΛ重

Δ日本ʹͱͬͯ͸ඞཁͳ͜ͱͱ判அしɺϓロジΣΫτ͢ࢹ

RITSUMEI INTERVIEW

3JU[Zͷチームϝーτͱ（͞ޖんɿྻޙ中央） ࣸਅɿご本人提ڙ

2006年立命館大学理工学部ロϘティΫε学Պଔ業ɻ
2008年立命館大学理工学ڀݚՊ修ྃɻಉ年ɺΦムロン株式会社	ٕज़
本部入社ɻ2013年%+I	 +"1"N	株式会社Λ設立ɺಉ社代表取締役ʹ
就任ɻ

「現在で΋立命館大学ͱͷつ
ͳ͕り͕ଓい͓ͯりɺຖ年ɺฐ
社でインターンΛड͚入Εͯ
いま͢」

会ࣾ ୅දऔక໾ࣜג /"1"+ *+%
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PROFILE

υローン͸ۭかΒͷアϓローチΛՄೳʹし （ͨࣸਅ提ڙɿ%+I	+"1"N	株式会社）
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村ᖒलथੜ命Պ学部ॿ教͕所属͢Δ

下ߊ࠺ೋ郎ੜ命Պ学部教तͷ医ྍ政

͸ɺੜ命Պ学部།一ࣨڀݚ管理学・ࡦ

ͷ社会医学ࣨڀݚܥでɺ݈康・医ྍͷ

データΛ༻いͯɺ効཰తかつ公平ͳ医

ͷ഑分ํ法Λ֬立͢Δ͜ͱΛϝイݯࢿྍ

ンテーマͱし͕ͯڀݚ行ΘΕͯいΔɻ

医ྍඅ͕年ʑ૿大しͯいΔ日本で͸ɺ

医ྍͷ࣭Λอͪつつ΋ࡒ政ഁ୼ͤ͞ͳ

い͜ͱ͕࠷重ཁ課୊で͋Δɻ「高ྸ化Λ

り͋Δ医ྍݶめΔ͜ͱ͸できͳい͕ɺࢭ

ͷ分഑ํ法Λ見௚͢͜ͱʹΑりɺ日ݯࢿ

本ͷ医ྍ੍౓Λҡ࣋͢Δ͜ͱ͕できΔか

΋しΕͳい」ͱ村ᖒॿ教͸ޠΔɻ医ྍͷ

効཰ੑͷ޲上ͱ公平ੑΛ٘ਜ਼ʹしͳい

ํ法͕໛͞ࡧΕͯいΔ͕ɺͻͱつͷ取り

૊Έͱしͯ医ྍٕज़ͷ評価΁ͷ「අ༻

ର効Ռ」ͷಋ入͕ݕ౼͞ΕͯいΔɻ日本

で͸͜Εまで医ྍͷඅ༻ର効Ռ͕໌֬

ͳܗでޠΒΕΔ͜ͱ͸ͳか͕ͬͨɺ2012

年ʹ中央社会อݥ医ྍ協ٞ会※අ༻ର

効Ռ評価専໳部会͕૑設͞Εɺ2016年

かΒ͸අ༻ର効Ռ評価ͷࢼ行తಋ入͕

まͬͯいΔɻ村ᖒॿ教Β͸評価ϑロー࢝

ͷ中でୈ三ऀతͳ立৔かΒデータͷ࠶

分ੳʹ携ΘͬͯいΔɻϤーロッύॾ国で

͸ɺ医ྍͷඅ༻ର効Ռͷ͕ڀݚਐんで

͓りɺͦͷํ͑ߟΛ日本ʹಋ入͢ΔࢼΈ

まͬͯいΔɻඅ༻ର効ՌΛ評価͢Δ͕࢝

上で重ཁ͞ࢹΕͯいΔͷ͕「ੜ׆ͷ࣭�	

2VBMJUZ	oG	-JGF」（Ҏ下ɺ20-）で͋Δɻ
※	日本ͷ݈康อ੍ݥ౓΍਍ྍ報ुͷվ定ͳͲʹついͯ
৹ٞ͢Δްੜ࿑ಇ大ਉͷࢾ໰機ؔ

20-とは

20-ͷ֓೦ʹӨڹΛٴ΅しͨੈքอ

݈機 （ؔ8)0）ͷݑ章લ文ʹΑΔͱɺ「݈

康ͱ͸ɺ׬શͳ೑ମతɺਫ਼神త͓Αͼ

社会త福ࢱͷঢ়ଶで͋りɺ୯ʹ࣬病ま

ͨ͸病ऑͷଘ在しͳい͜ͱで͸ͳいɻ」

ͱ͋Δɻつまり20-ͱ͸਎ମ໘ͷঢ়ଶͩ

͚で判அ͢Δͷで͸ͳ͘ɺ社会ͱͷかか

ΘりɺՈ଒΍友人ͱͷؔ܎ɺ経済తڥ؀ɺ

৴೦΍ੜき͕いͳͲɺͦͷ人Λͱりま͘

શؚ͕ͯまΕΔ֓೦で͋Δɻྫ͑͹ɺڥ؀

කʹ௧Έ͕͋Δ人͸ͦͷ௧ΈʹΑͬͯɺ

友人ʹ会いʹい͘͜ ͱ͕できͳ͘ͳͬͨ

りɺ地Ҭͷूまりʹ出ΒΕͳ͘ͳͬͨり

ͱ਎ମͷঢ়ଶʹΑͬͯੜき͕い્͕͞֐

ΕΔɻ治ྍʹΑͬͯ௧Έ͕؇和͞Εɺ友

人ʹ会͏͜ͱ΍ूまりʹࢀՃ͢Δ͜ͱ͕

できΕ͹ɺ病ͦؾͷ΋ͷ͕׬治しͨΘ

͚で͸ͳい͕ɺ20-͸޲上͢Δɻ

͜Εまでͷ医ྍ͸病ؾͷ׬治͕目ඪ

で͕͋ͬͨɺ医ྍͷ高౓化ͳͲ͕ਐΉ

ʹつΕɺ病͕͋ؾΔঢ়ଶで΋ࣗ分ͷੜ

ͲΕ͚ͩຬ଍しɺ人ੜΛᨳՎできΔʹ׆

ঢ়ଶʹまでվ善できΔかͱい͏ࢹ఺ʹม

化しͯきͨɻ20-でɺ医ྍతͳհ入ʹ

Αりม化し͏Δ領ҬΛ「݈康ؔ࿈20-」

ͱい͏（ਤ1）ɻ20-ͷ効༻஋ΛଌΔ代

表తͳํ法ͱしͯ「&2�5%」ͱい͏評価

πール͕͋Δɻ͜Ε͸「Ҡಈͷఔ౓」「਎

ͷまΘりͷ管理」「;ͩんͷ׆ಈ」「௧Έ�

ෆշײ」「ෆ安�;͗͞ࠐΈ」ͷ5つͷ߲

目ͦΕͧΕʹɺ「໰୊͕͋Δ」「গし໰୊

͕͋Δ」ͳͲ5つͷレベルでࣗऀױ਎͕

評価Λ͢Δ΋ͷで͋Δɻ

ҩྍの費用ରޮՌの分ੳ法

医ྍͷඅ༻ର効Ռͷ分ੳ法ʹ͸大き

͘4つͷํ法͕͋Δ͕ɺ村ᖒॿ教͸主ʹ

20-Λ評価ʹ取り入Εͨ「අ༻効༻分

ੳ」Λ༻いΔɻ医ྍ行ҝ͸ੜ命予ޙͷ

Ԇ長ͱ20-ʹΑͬͯ評価͢Δ͜ͱ͕でき

Δ͕ɺͦΕΒΛ୯一ͷࢦඪͱしͨ΋ͷ͕

「࣭ௐ੔ੜଘ年�	2VBMJUZ	"EKVTUFE	-JGF	

:FBST」（Ҏ下ɺ2"-:）で͋Δɻॎ࣠Λ

20-ͱしͯɺ݈康ͳঢ়ଶΛ1ɺࢮ๢Λ0

ͱしͨ効༻஋Λ表しɺԣ࣠ʹ࣌間Λࣔ͢

ͱɺ2"-:͸「20-ͷ効༻஋ʷੜଘ年਺」

でࢉ出͞ΕΔ（ਤ2）ɻ2"-:ͷར఺͸ɺ

20-Λ༻いΔ͜ͱでɺ別ͷ病ؾɺྫ͑

͹ױ࣬ੑٸͱຫੑ࣬ױでඅ༻ର効ՌΛ
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ΛࠐめΔɻ現在ɺ医ྍ経済（評価）学
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�01�ʢฏ੒��ʣ年౓の日本のҩྍඅʢ国ຽҩྍඅʣは໿�1ஹԁでɺ年ʑ૿Ճの一్をたͲΔ。そのݪҼは高ྸԽにΑΔ΋の
といΘΕΔがɺްੜ࿑ಇলの৹ٞ会がࣔしたҩྍඅの৳ͼのཁҼ෼ੳにΑΔとʮ高ྸԽʯのӨڹが1���ɺ࣍いでʮҩྍの高
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ੜ命Պ学部

村ᖒलथ 	ॿ教

医療の費用対効果を評価する　
「この治療の費用は、価値に見合った ものなのか」

ʦࣸਅʧ平ྛٛ章
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Profile Hideki Murasawa
1996年	 日本大学೶्医学部Ԡ༻ੜ෺Պ学Պଔ業
1998年	 東京大学大学院೶学ੜ命Պ学ڀݚՊԠ༻ಈ෺Պ学専߈修࢜課ఔ修ྃ
2001年	 東京大学大学院医学ڀݚܥՊ病Ҽ・病理学専߈医学博࢜課ఔ中ୀ
2015年	 ஜ೾大学大学院人間૯߹Պ学ڀݚՊώューマン・ケアՊ学専߈博࢜課ఔ修ྃ
2001年ʙ 2015年	 ްੜ࿑ಇ本ল	事務׭
2015年ʙ 2016年	 北海ಓ大学大学院医学ڀݚՊ公ऺӴੜ学分野	博ڀݚ࢜員
2016年4月ʙ　立命館大学ੜ命Պ学部	ॿ教
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臨床試験や疫学調査の情報を、シミュレーションモデルに投入し、予測計算する
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●女性部会長  房野麻紀子（’03 院政策）
●若手部会長  五嶋　翔一（’10 情理）

2019年に設立100周年を迎える立命館大学
校友会。これまでの校友会の歴史を受け継ぎ
つつ、2017年はこれまで以上に女性・若手校
友が参加しやすい校友大会を企画している。

五嶋ɹʮΦʔϧ໋ཱؗߍ༑େձ�����JOژ�౎ʯ
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校友会設立100周年へ向けた
試金石としてチャレンジする
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全国の女性校友・若手校友へ向けて
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「100周年」を見据えて
新しい校友大会へチャレンジ！

オール立命館
校友大会 2017in京都

女ੑ部会
एख部会
୅දରஊ

2017年度
校友大会
実行委員会
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岩手県の北部を巡るツアー
三陸鉄道の社員によるガイドつきの震災
学習列車への乗車、震災学習のほか、龍
泉洞、北山崎、NHK朝ドラ“あまちゃん”の

舞台など北三陸を代表する景観を堪能します。また、
津波で壊滅状態になった田老地区を見学し、立命
館大学の学生が建設した「ODENSE（おでんせ）」な
どへの訪問も予定しています。

9月9日（土）▶ 10日（日）
THEME

日本三大鍾乳洞のひとつ
であり、洞内に棲むコウモ
リと共に国の天然記念物
に指定。

日本三景のひとつである松島。大
小260余りの島々が浮かぶ美しい
景観が魅力の風情豊かな観光地。

龍泉洞

松島

幕末の戊辰戦争で白虎隊を
はじめとした会津藩と新政府
軍の激戦地となった鶴ヶ城。
「会津若松城」とも呼ばれ、
日本で唯一の赤瓦の天守閣。

鶴ヶ城

岩手県

福島県

宮城県

郡山布引（ぬのびき）高原風力発電所

目には見えない震災被害を
学習するツアー

福島県コース

岩手県コース

宮城県コース

福島県と電力の歴史を辿りながら福島
県と電力のつながりを考えるほか、コ
ミュタン福島（福島県環境創造セン

ター 交流棟）やJA会津よつばを訪問し、環境や放
射能についての学習、米の全量全袋検査の視察
見学など、福島県の農業、観光・旅行業界の風
評被害について正しく学びます。また、会津の酒
蔵や鶴ヶ城などの観光名所も訪問する予定です。

9月30日（土）▶ 10月1日（日）

THEME

閖上の記憶

震災学習列車

防災や震災について学び、
海の幸山の幸を食すツアー
震災を伝える場所（慰霊碑を守る社務所）と
して建設された「閖

ゆりあげ

上の記憶」では、語り部
の話を聞くなど防災や震災について学ぶほ

か、校友の経営する（株）木の屋石巻水産、（株）ささ
圭を訪問・見学します。また松島港から遊覧船で島巡
りをした後は、昼食に “寿司の街”と呼ばれる塩竈でお
寿司を味わう予定です。

11月11日（土）▶ 12日（日）

THEME

FUKUSHIMA COURSE

IWATE COURSE

MIYAGI COURSE

東北応援ツアーのご案内
2017年度 立命館大学校友会 東日本大震災復興支援事業

立命館大学校友会では、2012年度から「東日本大震災で大きな被害を受けた地域を訪問することで被災地の活性化に貢献すること」および「現地校友
との交流を通して震災について学ぶ契機とすること」を目的とし、「東北応援ツアー」を毎年開催してきました。6年目となる本ツアーは今回で最後となります
（復興支援事業の活動は継続します）。各コースは下記の通りです（予定）。応募方法については同封のチラシをご覧ください。みなさまからの多数のご応
募をお待ちしています。

POINT

POINT

POINT

03

02

01
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Ûá5 ࡑזࡲÜث人࣢໾࣢学ۉ

਴ৣ๢ܣƋǉÏ
�� Ðࡏߙ

λ૝ࢫڮय़

Ûá5 ࡑזࡲÜث人࣢໾࣢学ۉ

Ҡஏ෢࠿ƋǉÏ
�� ൙Ð

ѽࢫڮߒय़

Ûܞ๢ӂ࣢学ثÜࡑזࡲ

ЅຐкೣƋǉÏ
��ǢȆڙÐ

਽ා部«ജࢫڮߒय़

Ûܞ๢ӂ࣢学ثÜࡑזࡲ

ౖെ๠ғƋǉÏ
��ǢȆڙÐ

ॼо部«൝ࢫڮېय़

Ûܞ๢ӂ࣢学ثÜࡑזࡲ

঒๋࠴ణƋǉÏ
�� Ðޒٷ

य़ࢫடടש»部֦׮຿ञ࣒߱

私たちも「校友会未来人財育成基金」
を応援します！

校 友会
ະ དྷ人 ࡒ
ҭ੒ ۚج

校 友会のࢧԉを受けた学生から、
学中に校ࡏ 友会ະ来人ࡒҭ੒ 基金΁の
寄෇をいただきました

立໋ ؗେֶ 校 友会はɺ校 友会ະ དྷ 人 ҭ੒ࡒ のืۚج 集を௨͡てɺ先ഐからޙ ഐへࢧ ԉのྠを͛޿ ています。
校 友は΋ちΖΜɺ校 友会からࢧ ԉをड͚たֶࡏੜから΋寄 ෇がੜまΕています。

॥ܕ؀のޙഐࢧԉจԽづくりを໨ࢦして

寄付実績
（2017年3月31日時点）

123,486,688 円

2,718
の個人・団体・法人から

立命館大学ܞ๢ӂƥ§ܞ๢ӂกຣ人ޣϾণսثÏϟҍ§

กຣ人ޣÐƤ߸њƤ໱ǈܐƈǁƕƷơ§Û大学ƺܞ๢ӂƁƿ߸

њǈࡲƇƕ学ভƂ§ޠ学૵ƴƕƥ੥۪ؑơ۪ౡ学ভƕƗƮ

րഘǈܷżࢶՑ٦Ƥ۪ౡ߸њ൙Ҏƛƅǀǈู߷ƏÜԗ௙ǈܷƙ

ƜźƴƏ¨

਽ාঙ࣒߱§ƮƤրഘƤઙЁ݉ƥޣ学ভơƾǁกຣ人ޠ

ӕЁơ֜ƃ§ܞ๢ӂ࣢学ثǈזࡲƍƕ਽ා部«ߒ૵กׂƋ

ǉÏ
��ǢȆڙÐ̈ §௚ƍƕƉƞƁƿߞơ߼࡮Ƥޣశ§กຣ人޳

րഘǈźƕƖƃƴƍƕ¨

ƍƕ਽ා部ƤЅຐкೣƋזࡲǈث๢ӂ࣢学ܞ§శƸݤ

ǉÏ
��ǢȆڙÐ§࣒߱຿ञ֦׮部Ƥ঒๋࠴ణƋǉÏ
�� §Ðޒٷ

ॼо部Ƥౖെ๠ғƋǉÏ
��ǢȆڙÐƁƿրഘƤ॔ƍࢫƂŸǀ§

ƴƕ§กຣ人ޣƁƿ߸њǈܷƙƜźǁÛá5 Üث人࣢໾࣢学ۉ


ƋǉÏ࠿ƤҠஏ෢ࡑזࡲ�� ൙Ð§਴ৣ๢ܣƋǉÏ
�� ÐƁࡏߙ

ƿƸÛ്ࠨƕƗƂ߸њǈࡲƇƕƾżơ۪ౡƕƗƤƕƷơ๏立Ɯ

ƜƱƍźÜƞրഘƤ॔ƍࢫƂŸǀƴƍƕ¨

ƉƤƾżơࢶՑ٦Ƥ۪ౡ߸њ൙ҎƛƅǀƂ૴࠿ơॡǉƝź

ƴƏ¨

特 別 ื ू ཁ ߲

「Φール立命館校༑大ձ � 0 1 7 JO 。いますߦのಛผืूをࡒを記念して、ະདྷ人࠵౎」の։ژ
校༑一人ͻとりがओ人ެとなり、ະདྷを切り୓く人ࡒをҭ੒する׆ಈに、ͥͻごࢧԉください。

「Φーϧ໋ཱؗߍ༑େձ 2017 JO ژ౎」։࠵記念

特別ืूの͝Ҋ಺「ۚجҭ੒ࡒ༑ձະདྷਓߍ」

・ճͷ特別ืूʹԠͯͩͬͨ͘͡͞Έͳ͞まͷ͓名લࠓ

ஂମ名・法人名ɺଔ業年・ଔ業学部ɺ͓ਃࠐ口਺͸ɺ立

命館大学ͱ立命館大学校友会でڞ有ͷ͏͑ɺ会 ใʮりͭ

めいʯ� � 0 ߸ ಉ ෧のʮ寄 ෇ ऀ ๕ ໊ ࿥ʯにܝ させていたࡌ

だきます。

2017年7月1日（౔）ʙ7月31日（月）

ʲܧ続のご寄付 1rޱ（1,000ޱ1ԁ）以上
ʲҰׅのご寄付 1r0ޱ（1,000ޱ1ԁ）以上

申 込 ظ ؒ

申 込 ۚ ֹ

ճ͸ະࠓいͨͩいͯいまし͕ͨɺͯͤ͞ࡌܝʹ年ͷ特別ืूまで͸校友大会ύンϑレッτࡢ˒
དྷ人ࡒͷ「د෇ऀ๕名࿥」ʹ いͨしま͢ɻࡌܝ

特 別 ื ू ʹ ͓ ਃ ࠐ の ํ ΁

ཱ ໋ ؗ 特 ੡άοズ Λ
ϓレθントʂ
ͷํશ員ʹɺ立命館特製ͷࠐճͷ特別ืूʹ͓ਃࠓ

ΦϦジφル「ΫϦアϑΝイル」Λϓレθンτしま ʂ͢

日ൃૹͤͯ͞いͨͩ͘予定で͢ɻޙ

校友େ会ಛઃ WEB αΠτは 7月上०Φーϓϯ༧ఆです。校友会ϗーϜϖーδをご覧ください。
໋ཱؗେֶ校友会 63-　IUUQTɿ��BMVNOJ�SJUTVNFJ�KQ�

本寄 ෇は立໋ ؗ େֶにରすΔ寄 ෇ ۚで͋りɺ੫ ੍্の ༏ ۰ ા ஔをड͚Δ と͜ができます。੫੍্の༏۰ાஔにͭいて

お問合せ先
ʦड෇࣌間ʧ土日ॕΛআ 	͘9ɿ30 ʙ 17ɿ00

˙ 本ಛผื集に関しては

立໋ؗେֶ校友会ࣄ຿0  -&5　ہ�� � 81� � 8�1�
˙ ੫੍্の༏۰ાஔに関しては

立໋ؗ ૯຿部 寄෇ࣄ຿0  -&5　ہ�� � 81� � 8110

๏ 人
校友大会特設8&BαイτかΒ໰߹ͤ༻ࢴΛμ΢ンローυしɺඞཁ事߲Λごه入ͷ͏ 「͑立命館	૯務部	د෇事務
局」まで'"9ʹͯૹ৴しͯͩ͘͞いɻͦ ͷޙɺखଓきํ法ͷৄࡉΛごҊ಺ͤͯ͞いͨͩきま͢ɻ

ݸ 人
・

ஂ ମ

෇دଓͷごܧ

⿟インターωッτ　校友大会特設8&BαイτかΒɺ特別ืूਃࠐը໘ʹアΫセεいͨͩきɺ
　　　　　　　　͓ਃͩ͘͞ࠐいɻ

⿟͓ి࿩　立命館大学校友会事務局΁͓ి࿩ͩ͘͞いɻͦ ͷޙɺखଓきํ法ͷৄࡉΛごҊ಺͞
　　　　　ͤͯいͨͩきま͢ɻ

一ׅͷごد෇

⿟振ࢴ༺ࠐ　ಉ෧ͷ「一ׅのご寄෇༻　ৼ込༻ࢴ」ʹඞཁ事߲Λごه入ͷ上ɺ֤ۚ༥機ؔʹͯ
　　　　　　͓振ͩ͘͞ࠐいɻ

⿟インターωッτ　校友大会特設8&BαイτかΒɺ特別ืूਃࠐը໘ʹアΫセεいͨͩきɺ
　　　　　　　　͓ਃͩ͘͞ࠐいɻ

2ຕηοトͰ
ϓレθント
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　2017年6月3日ɺ立命館ग੃Ωϟンύεでɺ2017
年౓װ事会͕։͞࠵Εͨɻ新役員ମ੍でͷ։࠵でɺ校
友会三役（会長・෭会長・؂事）ɺ常任װ事ɺװ事ͷ໿
300名͕શ国かΒूまͬͨɻ
　๯಄ɺ村上݈治校友会長Αりɺ「h 校友会ͱ大学ͷؔ܎
͸ंͷ྆ྠ でɦ͋りɺ大学・学ੜͱ校友͕͓ޓいʹ༐ؾ
Λ༩͑ɺྭ まし߹いɺ੾᛭ୖຏ͢Δؔ܎Λଓ͚ͳ͕Βɺ
ੈքʹ͸͹ͨ͘立命館大学Λ目ࢦしͯい͜͏」ͱͷݺͼ
か͚͕͋ͬͨɻଓいͯɺ٢田ඒت夫立命館૯長͕学園
ͷάローόル化ʹ͚ͨ޲取り૊ΈΛ中৺ʹ঺հしɺ「学
ੜ͕ଔ業׆ʹޙ༂͢Δ社会Λ૑଄しͳ͕Βɺ新しいม
化ʹରԠできΔྗΛएい͏ͪʹ਎ʹ෇͚ͯい͘͜ ͱ͕
大学ͷ੹任で͋りɺ͜ ΕかΒͷ大学ͷվֵʹࢧԉΛ͓
ɻ͕ͦͨͬ͋ࡰいしͨい」ͱͷདྷෂѫئ ͷޙɺ村上会長
͕ٞ長ͱͳͬͯٞ事Λਐめɺ報ࠂɺ৹͕ٞ行ΘΕͨɻ

法学部 三月田　༔
経済学部 ੁ野　ࣣ೒
経営学部 久င亜由ඒ

産業社会学部 ૣ川　友ߒ

文学部 河田　ຑ࣮
理工学部 ਗ਼水　ߒ文
国際ؔ܎学部 大ౡ　ᠳޛ
政ࡦՊ学部 ஑಺　大و

৘報理工学部	 ௽田　୓也
ө૾学部	 ླࣛ　友प
ༀ学部 ∁ࣨͻͱึ

ੜ命Պ学部	 ౬ᕆ　ਸ਼ق

εϙーπ݈康Պ学部 एྛ　ᕣੈ

2017年౓　৽ଔװ事

常任װ事会ʹͯ৹ٞ・ঝೝ͞ΕͨҎ下ͷ事߲ʹついͯɺ
報͕ࠂ行ΘΕͨɻ

⿟2017 ʙ 2019年౓立命館大学校友会本部役員ͷબ
任ʹついͯ

⿟校友会ސ໰ͷબ任ʹついͯ	
⿟校友会名誉װ事ͷબ任ʹついͯ
⿟「Φール立命館校友大会2017	JO	京都」ͷશମ֓ཁʹ
ついͯ

⿟「Φール立命館校友大会2018	JO	ઋ୆」ͷ։֓࠵ཁʹ
ついͯ

⿟校友会設立100प年ه೦事業ͷਐ௙報ࠂʹついͯ
⿟ະདྷ人ࡒ育੒ूืۚجਪਐ׆ಈͷ現ঢ়ͱ2017年౓
ͷ取૊Έʹついͯ

⿟東日本大਒ࡂ෮興ࢧԉ特別事業ͷਐ௙報ࠂʹついͯ
⿟海֎校友会ͷ新設ʹついͯ

報ࠂ事߲

Ҏ下ͷ事߲ʹついͯ৹͕ٞ行ΘΕɺঝೝ͞Εͨɻ

⿟立命館大学校友会会ଇͷ一部վਖ਼Ҋʹついͯ
⿟学校法人立命館評ٞ員ީ補ऀͷਪڍʹついͯ
⿟2016年౓事業報͓ࠂΑͼ2016年౓ܾࢉ報ࠂʹついͯ
⿟2017年౓事業ܭըҊ͓Αͼ2017年౓予ࢉҊʹついͯ

৹ٞ事߲

˔ऩࢉܾࢧॻʢ� 0 1 � 年�݄1日から� 0 1 � 年�݄� 1日までʣ

˔ऩࢧ༧ࢉॻʢ� 0 1 � 年�݄1日から� 0 1 8 年�݄� 1日までʣ

˔経常ऩ入ͷ部
Պ　目 ֹࢉܾ

会අऩ入 221,620,000
産運༻ऩ入ࢿ 1,256,053
૊৫ڧ化事業ऩ入 2,473,939
校友大会事業ऩ入 5,784,000
報事業ऩ入޿ 26,102,023
母校ࢧԉ事業ऩ入 0
෮興ࢧԉ事業ऩ入 159,000
ͦͷଞͷऩ入 174,040
経常ऩ入߹ܭ 257,569,055

˔経常ࢧ出ͷ部

Պ　目 ֹࢉܾ
૊৫ڧ化事業ࢧ出 44,573,095
校友大会事業ࢧ出 56,530,520
出ࢧ報事業޿ 79,968,345
母校ࢧԉ事業ࢧ出 20,509,354
෮興ࢧԉ事業ࢧ出 7,523,243
校友会ه೦事業ࢧ出 5,923,502
人݅අࢧ出 33,445,735
運営අࢧ出 26,230,205
経常ࢧ出߹ܭ 274,703,999

経常ऩֹࠩࢧ ˚	17,134,944

˔経常ऩ入ͷ部
Պ　目 予ֹࢉ

会අऩ入 221,610,000
産運༻ऩ入ࢿ 600,000
૊৫ڧ化事業ऩ入 3,600,000
校友大会事業ऩ入 5,100,000
報事業ऩ入޿ 28,100,000
෮興ࢧԉ事業ऩ入 180,000
ͦͷଞͷऩ入 160,000
経常ऩ入߹ܭ 259,350,000

˔経常ࢧ出ͷ部
Պ　目 予ֹࢉ

૊৫ڧ化事業ࢧ出 54,400,000
校友大会事業ࢧ出 38,200,000
出ࢧ報事業޿ 81,500,000
母校ࢧԉ事業ࢧ出 23,145,000
෮興ࢧԉ事業ࢧ出 7,830,000
校友会ه೦事業ࢧ出 5,800,000
人݅අࢧ出 33,350,000
運営අࢧ出 23,840,000
経常ࢧ出߹ܭ 268,065,000

経常ऩֹࠩࢧ ˚	8,715,000

˔ͦͷଞۚࢿऩ入ͷ部
Պ　目 ֹࢉܾ

લ期຤ະऩۚऩ入 0
立ସۚճऩऩ入 4,315,394
༬りۚऩ入 45,340,894
લ෷ۚऩ入 128,550
期຤ະऩۚ ˚	150,000
ͦͷଞۚࢿऩ入߹ܭ 49,634,838

˔ͦͷଞࢧۚࢿ出ͷ部
Պ　目 ֹࢉܾ

立命館大学ੵۚج立ۚࢧ出 0
ͦͷଞͷࢧ出 30,000
લ期຤ະ෷ۚࢧ出 270,188
立ସۚࢧ෷ࢧ出 4,092,822
༬りۚࢧ෷ࢧ出 41,244,663
લ෷ۚࢧ෷ࢧ出 168,750
期຤ະ෷ۚ ˚	309,581
ͦͷଞࢧۚࢿ出߹ܭ 45,496,842

ͦͷଞۚࢿऩֹࠩࢧ 4,137,996

౰期ऩֹࠩࢧ ˚	12,996,948
લ期܁ӽऩֹࠩࢧ 72,288,328
次期܁ӽऩֹࠩࢧ 59,291,380

˔ͦͷଞۚࢿऩ入ͷ部
Պ　目 予ֹࢉ

લ期຤ະऩۚऩ入 150,000
立ସۚճऩऩ入 21,005
༬りۚऩ入 0
ͦͷଞۚࢿऩ入߹ܭ 171,005

˔ͦͷଞࢧۚࢿ出ͷ部
Պ　目 予ֹࢉ

立命館大学ੵۚج立ۚࢧ出 0

ͦͷଞͷࢧ出 0

લ期຤ະ෷ۚࢧ出 309,581

立ସۚࢧ෷ࢧ出 0

༬りۚࢧ෷ࢧ出 0

લ෷ۚࢧ෷ࢧ出 0

ͦͷଞࢧۚࢿ出߹ܭ 309,581

ͦͷଞۚࢿऩֹࠩࢧ ˚	138,576

予උඅ 0

౰期ऩֹࠩࢧ ˚	8,853,576

લ期܁ӽऩֹࠩࢧ 59,291,380

次期܁ӽऩֹࠩࢧ 50,437,804

˔ିआରরදʢ� 0 1 � 年�݄� 1日ࡏݱʣ 

産ͷ部ࢿ˔
Պ　目 ֹࢉܾ

現ۚ༬ۚ 59,291,380
立ସۚ 21,005
લ෷ۚ 168,750
ະऩۚ 150,000
立ۚ༬ۚੵۚج 985,434,947
ܭ߹産ࢿ 1,045,066,082

˔ෛ࠴ͷ部
Պ　目 ֹࢉܾ

ະ෷ۚ 309,581
༬りۚ 57,465,000
ෛܭ߹࠴ 57,774,581

˔ਖ਼ຯࡒ産ͷ部
Պ　目 ֹࢉܾ

立ۚੵۚج 985,434,947
運༻ࡒ産 1,856,554
ਖ਼ຯࡒ産߹ܭ 987,291,501

ෛ͓࠴Αͼਖ਼ຯࡒ産߹ܭ 1,045,066,082

2016 年౓ܾࢉ

2017 年౓༧ࢉ

2017೥౓ ߍ༑ձװ事ձ報告
ʢ୯Ґɿԁʣ

ʢ୯Ґɿԁʣ

໾ࡾ

会長 村上　݈治 （�70産社） લ・大和ϋ΢ε工業（株）代表取締役社長

෭会長

∁㟒　ल夫 （�67法） （株）京都ۜ行代表取締役会長
小野　क௨ （�69経営） （株）タΫτ૬ஊ役
↏Ҫ　　ݑ （�69経済） 元・（株）ೆ 都ۜ行代表取締役専務取締役
岡野　益巳 （�72理工） （株）岡野૊代表取締役
福元　ಪయ （�72経済） લ・（株）ೆ 日本新聞社専務取締役
ྛ　　幸雄 （�73産社） （株）ి ΤイジΣンγー代表取締役社長޿
伊藤　博行 （�74理工） 元・શ日本ۭ輸（株）	代表取締役෭社長

佐藤友ඒ子 （�75文） ௥ख໳学院大学地Ҭ૑଄学部
地Ҭ૑଄学Պ教त

高橋঵ೋ郎 （�79経済） （株）࣎լۜ行取締役಄取
৿川　య子 （�81産社） Ϙッγュ（株）取締役෭社長
Ԟ村　ཅ一 （�86院経営） 立命館大学経営管理ڀݚՊ長

؂事
佐஛　ྗ૯ （�70法） （株）ඒೱ٢代表取締役社長
伊藤　　ঢ （�71法） 元・（学）立命館૯務部長
ླ໦　治一 （�91法） 植松・ླ໦法཯事務所ห護࢜

佐ഢ　ر彦 （�63理工）
村岡　　治 （�64理工）
໦　幸彦ߥ （�65法）
౉ล　三彦 （�68理工）
݀ਧ　	　学 （�71経営）
北尾　　ཅ （�71経営）
坂口　博ԧ （�71院文）
川下　࢙࿕ （�72経済）
അ৔　幸蔵 （�76産社）
水田　雅博 （�76経済）
Ճ藤ඒ佐子 （�77文）
٢田　Ү雄 （�77経済）
ॳ村　雅ܟ （�78経済）
໦村　Ѫ子 （�79文）
٠஑　ః雄 （�81産社）
ࣲ田　ॱ夫 （�81経営）

൧田　俊之 （�82産社）
佐野　哲夫 （�82経済）
ᓎҪ久仁子 （�83産社）
஛಺ඒ奈子 （�83法）
山岡　༞子 （�83経済）
安川　淳࢙ （�84経済）
安部　߳一 （�86産社）
山ఴ　঵౷ （�86経済）
໦田　੒也 （�88産社）
小野　๎子 （�92文）
޹ޫ　　ס （�97文）
ྛ　　Նೡ （�99国ؔ）
ࣲ田　　ߊ （�02院政ࡦ）
安Ҫ　亜ر （�07院法）
谷　和యࢴ （�07院.05）

ৗ任װ事

૯຿ҕһ会

୲౰෭会長 小野　क௨（�69経営）
委員長 佐野　哲夫（�82経済）

委員
໦　　Ꮝ（�59理工）ߥ
西村　ٛ行（�60経済）
ඈௗҪ雅和（�64法）

委員

໦村　෢志（�80理工）
੨༄　良໌（�82文）
佐ഢ　༞ࠨ（�95院理工）
ඣ野　௚人（�97産社）
大૔　ণ子（�01法）

委員

٢川　୓࠸（�01経営）
小ᖒ　୓ݾ（�03理工）
河原　ਅٷ（�03経営）
川　友子（�05法）ٶ
山口　౷也（�06経済）

委員

田村　一也（�07産社）
原田　育子（�09文）
山根　　ਯ（�10৘理）
大谷　俊հ（�10院法Պ）
本　ඒ奈（�12院国ؔ）ٶ

ใҕһ会޿

୲౰෭会長 福元　ಪయ（�72経済）
委員長 Ճ藤ඒ佐子（�77文）

委員
田中อ太郎（�67経済）
∁橋　ӳ子（�78産社）
西　ಙ໌（�81法）ٶ

委員

山岡　༞子（�83経済）
安ୡ　ਖ਼࠸（�84法）
日下部和弘（�85法）
野口　ٛ文（�86法）

委員

৿　　　ྗ（�95経済）
（�97文）޹ޫ　　ס
Ճ藤　良௚（�99経済）
人見　௘ี（�02法）

委員

ӿ本　ڿ子（�03国ؔ）
西村　　仁（�06院経営）
安Ҫ　亜ر（�07院法）
ᠳ一（�10৘理）　ౢޒ

౦日本େ਒災෮ࢧڵԉಛผҕһ会

୲౰ސ໰ （�62法）׮　　　⁋
୲౰෭会長 ྛ　　幸雄（�73産社）
委員長 川下　࢙࿕（�72経済）

委員
藤川　行ߐ（�69法）
中　ஐ幸（�94法）ࠓ

委員
小野ࣉਖ਼ߞ（�96経済）
田ᬑ　　༟（�99経営）

委員
஥川　ক࢙（�06法）
ᖒ　　݈（�11経営）ࠇ

校友会ઃ立100प年ه೦ۀࣄಛผҕһ会

୲౰ސ໰ 西村　ٛ行（�60経済）
୲౰෭会長 小野　क௨（�69経営）
委員長 ໦　幸彦（�65法）ߥ

෭委員長 ஥　　治መ（�69経営）

委員
๪子（�59経済）　࡚ٶ
山下　　༐（�72理工）

委員
（�73理工）ت野　ਖ਼ٶ
小഼　　๛（�78経済）
๪野ຑ紀子（�03院政ࡦ）

委員 ಺藤ͻͱΈ（�09経営）
アυόイβー 坂本　和一 教職員校友

校友会ະདྷ人ࡒҭ੒ืۚج集ਪਐಛผҕһ会

୲౰ސ໰ 西村　ٛ行（�60経済）
୲౰෭会長 福元　ಪయ（�72経済）
委員長 ྛ　　幸雄（�73産社）

෭委員長
ॳ村　雅ܟ（�78経済）
ࣲ田　ॱ夫（�81経営）

委員 ݀ਧ　　学（�71経営）

委員

北川　　໠（�74経済）
水田　雅博（�76経済）
Ճ藤ඒ佐子（�77文）
൧田　俊之（�82産社）
৿ౡ　ਖ਼৴（�83文）
中西　͋き（�85文）

委員

三村　ஐय़（�85産社）
岡田　௚之（�87産社）
ਅು　Ղथ（�88経営）
岩࡚　　໌（�94法）
ඣ野　௚人（�97産社）
大૔　ণ子（�01法）

委員

๛田　ߞ三（�01文）
ؙҪ　久໌（�01経営）
（ࡦ�03院政）哲也　ܗۨ
ੴ௩　ܚ೗（�08院法Պ）

୲౰෭会長 ↏Ҫ　　ݑ（�69経済）
委員長 佐ഢ　ر彦（�63理工）

຿ҕһ会ࡒ

委員
Ԟ田　昭一（�70理工）
重松　ӳथ（�74経営）

委員
໦村　อ和（�75経済）
ࠧե　法夫（�75法）

委員
๛田　ߞ三（�01文）
松田　શޭ（�10院経営）

ҕһ会

˙໋ཱؗେֶߍ༑ձຊ෦໾һʢ����ʙ����೥౓ʣ
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ALUMNI NE T WORK

地域校友会

 4/15 

 世อ比ӥ会 ૯会ࠤ
43名 センτラルホテル佐ੈอ

 4/22 

Ѫ知県校友会౦ࡾՏࢧ෦ ૯会 
63名 ホテルアιγア๛橋

				

 5/13 

۝भ女ࢠ会 iO ༄઒ 
30名 花ޚ

				

 5/13 

ฌݿ県校友会੢ࢧٶ෦ ૯会 
28名 日本੝・ᒃנ館（花͟かり）

				

 5/14 

ಸྑ県๺෦校友会（໋ཱए૲会） ૯会 
100名 ホテル日ߤ奈良

				

職域校友会 

 3/9 

 田生໋3its会 ૯会࣏҆໌
35名 ホテル東京Ψーデンύレε

 3/11 

 ౎෎ிҥּ会 ૯会ژ
72名 東՚ࡊ館（本ళ）	

				

 4/13 

第48回3itsෆಈ࢈ωοトϫーク 
ྫ会・࠙਌会 
44名 京都タϫーホテル

						

 5/19 

ೆ౎໋ཱۜߦ会 ૯会
102名 奈良ロイヤルホテル

				

 5/24 

੢ࢢٶ໾ॴཱ๎会 ૯会
31名 雅ԓ		西ٶ

				

サークル OB・OG 会

 3/18 

会ܭ学ڀݚ会 0#会 ૯会 
47名 京都タϫーホテル

 3/26 

写真ڀݚ会 0#会 ૯会
25名 レετラン٠水

				

 5/28 

໋ཱ館大学཮上ٕڝ෦　 
૑෦90प年記೦ࣜయ
320名 άランυϓϦンεホテル京都

				

都道府県校友会 / 海外校友会

 2/19 

長֯ࡾ校友会 設ཱ૯会 
40名 京५大Ն15"

 5/3 

αイΰン校友会*Nژ౎ ࠙਌会 
10名 京町しͣ͘京都Ӻલళ

				

 5/6 

ニューϤーク校友会 ࠙਌会
9名 和৯レετラン「5&IS6I」

				

 5/9 

ロスアンジΣルス校友会 ࠙਌会
9名 和৯レετラン神ָ

				

 5/20 

長࡚県校友会 ૯会 
33名 長࡚Ҵ佐山ޫ؍ホテル

				

ˎৄし͘͸校友会ホームϖージΛごཡͩ͘͞い　

IUUQ���BMVNOJ.SJUTVNFJ.KQ

2017年2月中旬～ 5月末に行われた

各団体の行事の一部を紹介しています。

行事報告

全国の校友会が開催した行事の報告と、今後の予定です。校 友 会 ω ο ト ϫ ー ク

 今後の行事予定
校友会・グループ 日程 会場 問い合わせ先

ԭೄ県校友会	૯会 8�5（土）18ɿ00 ホテルロイヤルΦϦΦン ౡା　݈ 090�7587�0858

兵庫県校友会		
新人ܴ׻会ˍҟ業छަྲྀ会 8�5（土） 㠑月ಊホール 田　๛ࣉ UFSBEB!ToOoEB�V.BD.KQ

立命館学園会ܭ人会30प年ه೦૯会 8�26（土） 京都ホテルΦーΫラ 上田税務会ܭ事務所಺ 075�672�4361

岡山県校友会	૯会 8�26（土）16ɿ00 アーΫホテル岡山 क԰　博司 086�232�0945

૯会・࠙਌会	本県校友会۽ 8�26（土）17ɿ30 ௽԰ඦ՟ళカーωーγϣンαロン ൧田　俊之 090�1386�8809

Φール立命館ஜޙ会	૯会・࠙਌会 9�2（土）18ɿ30 久ཹ米ホテルΤεϓϦ 久間　康弘 090�8396�1498

೦૯会ه65प年	ౡ県校友会޿ 9�2（土） ϝルύルΫ޿ౡ ଍Ӌ　ᚸ一 080�5231�1200

大阪校友会	૯会 9�2（土） 太߰園 立命館大阪ക田Ωϟンύε 06�6360�4895

ౡ根県校友会	૯会 9�2（土）14ɿ00 αンラϙーΉΒ͘΋ 和田　༟之 080�5238�7457

福ౡ県校友会	૯会 9�2（土）15ɿ00 -5	8&%%IN(	"N%	1"35:	&.103I6.
（Τルティ;͘しま） അ৔　幸蔵 024�922�4964

新ׁ県校友会	૯会 9�9（土）14ɿ00 アーτホテル新ׁӺલ ౉ᬒ　߶ 090�7949�6646

૯会	県校友会࡚ٶ 9�30（土） ホテルϝϦージュ࡚ٶ ೆ　ӳً 0985�44�1975

＊詳しくは校友会ホームページをご覧ください

　http://alumni.ritsumei.jp/
2017年 8月～ 9月に予定されている総会です（判明分）
※7月の行事予定については前号を参照願います。

  校友会長賞

˙ࣹܸ部
௕୩઒ஐ඙ʢܦӦ�ʣ��

˙૬๾部
Ҵ༿өඒʢεϙ݈�ʣ

˙水ӭ部
അ෵༏Ղʢεϙ݈�ʣ

˙ғڀݚޟ部
ฏ໺ᠳ大ʢࣾ࢈�ʣ

˙কڀݚع会
௕৿༏࡞ʢࣾ࢈�ʣ�

˙ότンτϫϦンά部
�����ʣࣾ࢈ʢٷຊࣿࢁ

˙ホッケー部（உ子）
ۙ౻ୢಙʢܦӦ�ʣ�
஑ాɹਸ਼ʢจ�ʣ�

˙カψー部
৽Ԭߒཅʢεϙ݈�ʣ

˙Ϙーτ部
౻Ҫ߳ࡊʢεϙ݈�ʣ

ʪスϙーπ分໺ʫ ʪֶज़・จԽ・ܳज़分໺ʫ

੮ʯ͕د೥΋ʮ໋ཱࠓ ։͞࠵Ε·ͨ͠
TOPICS

ɹ�݄��೔ɺ໋ཱؗେֶམڀݚޠձ0#
ͷܡԘୄɾܡখय़ᅶࢣ࣏྆ঊʹΑΔʮ໋ཱ
੮ʯ͕د ։͞࠵Ε·ͨ͠ɻࠓճͰ��ճ໨ͱ
ͳΔ͜ͷ͠࠵͸໋ཱؗେֶߍ༑ձۙـϒ
ϩοΫจԽۀࣄͱͯ͠Ґஔ͚ͮΒΕ͓ͯΓɺ
ձ৔Ͱ͋Δେࢢࡕ๺۠ͷఱຬఱਆൟণ௾
ʹ͸���໊ͷߍ༑͕લചΓ݊Λखʹ๚Ε
·ͨ͠ɻ·ͨɺམڀݚޠձͷݱ໾ੜ΋Ԡ
ԉʹ͚͚ͭۦɺޙഐֶੜͱߍ༑ͱ͕ަྲྀ͢

ΔوॏͳػձͱͳΓ·ͨ͠ɻ
ɹʮ͏࣌ͲΜʯΛલ࠲ʹɺʮ୅ॻ԰ʯʮ͠͡Έ
ചΓʯͷݹయͱʮ࠺ͷཱྀߦʯʮͱͬͯ΋େ޷
͖%3:΋Μʯͷ૑࡞མޠΛ྆ࢣঊ͕�ԋ໨
ͣͭ൸࿐ɻນؒʹ͸ߍՎ΍ԠԉՎ͕ࡾຯ
ઢͰ૗ͰΒΕɺਓ৘ຯҲΕΔൌʹ͸͠ΜΈ
Γ͠ͳ͕Β΋ɺ޼Έͳ࿩ܳʹ٬؍Β͸කΛ
ୟ͖ɺձ৔͸স͍੠ʹแ·Ε·ͨ͠ɻ

೥΋ࠓ
஀ੜ͕ࣄװ༑ձ৽ଔߍ

ֶੜͨͪʹΤʔϧΛʂ
෇ূॻत༩ࣜڅ༑ձ௕৆ߍ�༑ձ঑ֶۚߍ

TOPICS

TOPICS

ɹ�݄��೔ɺग੃Ωϟϯύεߍ༑ձձٞࣨͰ
ʮ����೥౓ߍ༑ձ৽ଔࣄװͱߍ༑ձ෭ձ௕ͱ
ͷ࠙ஊձʯ͕ ։͔Εɺֶ֤෦͔Βબग़͞Εͨ
৽ଔ͓ࣄװΑͼɺߍ༑ձΛ୅දͯ͠෱ݩಪయ
෭ձ௕͕ग़੮͠·ͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺ�݄�೔ͷࣄװձͰ͸ɺࣄװͱ͠ ͯଜ্
ࠂɾબ೚͞Εͨ͜ͱ͕ใ໊ࢦ༑ձ௕͔Βߍ࣏݈
͞Ε·͠ ʢͨ৽ଔࣄװҰཡ͸��ϖʔδʹࡌܝʣɻ

ɹ�݄��೔ɺग੃ΩϟϯύεͰʮ����೥౓ཱ
໋ؗେֶߍ༑ձ঑ֶۚߍ�༑ձ௕৆څ෇ূॻ
त༩ࣜʯ͕ ࣥΓߦΘΕ·ͨ͠ɻ͜Ε͸ɺࣗओ
ੜΛදজֶͨ͛͢ڍಈͳͲͰେ͖ͳ੒ՌΛ׆
Δ΋ͷͰ͢ɻࠓճ͸εϙʔπ෼໺Ͱ�໊ɺֶ
ज़ɾจԽɾܳज़෼໺Ͱ�໊ʹଃΒΕ·ͨ͠ɻ
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立命館大学

学生の活躍
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ボート部 藤井香菜（スポ健3）

ボート部 奥井悠子（スポ健4）

⿟団体 

カヌー部 

アメリカンフットボール部

　　 女子陸上競技部　　　　　　　　　  

日本選手権20km競歩で 
河添選手が4位と健闘

8月にロンドンで開かれる「第16回世界

陸上競技選手権大会」の代表選手選考会

を兼ねた「第100回日本陸上競技選手権」

の男子・女子20km競歩は2月19日、兵

庫県六甲アイランド甲南大学周辺コースで

行われ、女子20kmに出場した河添香織選

手（政策3）が1時間33分35秒の好タイ

ムで4位と健闘。河添選手は続く3月19日

に行われた「第11回日本学生20km競歩

選手権大会」でも1時間33分09秒の自己

新で2位と活躍しました。

　　 剣道部　　　　　　　　　　　　　  

シドニー大学剣道部を訪問 
剣道で国際交流

3月9 ～ 13日、剣道部員15名がオース

トラリアのシドニー大学を訪問し、同校剣

道部と団体戦や合同稽古、現地の子どもへ

の指導などを共に行い、交流を深めました。

シドニー大剣道部には、本学の部員数（約

70名）を超える100名が所属しており、日

本で生まれた剣道がオーストラリアでこれだ

　　 男子陸上競技部　　　　　　　  　　

第62回草津市駅伝競走大会 
男子陸上競技部員が大会をサポート
「第62回草津市駅伝競走大会」が2月12

日、びわこ・くさつキャンパス（BKC）を舞

台に行われ、男子陸上競技部員が監察およ

び記録係として運営に協力、専門的な立場か

ら大会をサポートするなどして地域の人々と

交流を深めました。

大会には、市内の小・中学生から一般ラン

ナー、本学の学生団体まで120を超えるチー

ム（約1,000名）が参加。オープン参加し

た本学部員と共に心地良い汗を流しました。

　　 体育会　　　　　　　　　　　　　  

平成28年度滋賀県スポーツ顕彰 
ならびに滋賀県民スポーツ賞表彰式
「平成28年度滋賀県スポーツ顕彰ならび

に滋賀県民スポーツ賞表彰式」が2月17日、

滋賀県庁で行われ、アジアラグビーチャン

ピオンシップ2016に日本代表として出場し

チームの優勝に貢献したラグビー部の古川聖

人選手（経済3）ら多くの体育会クラブ（個人・

団体）が県民スポーツ賞を受賞しました。

〈 受賞者、団体 〉※敬称略

⿟個人 

女子陸上競技部 梅原紗月（スポ健4）

カヌー部 佐山建人（経済4）

カヌー部 新岡浩陽（スポ健4）

男子陸上競技部 原田睦希（スポ健2）

男子陸上競技部 藤田渓太郎（スポ健1）

ラグビー部 古川聖人（経済3）

トライアスロン部 細矢祐香（スポ健2）

けの人たちに愛されていることに部員たち

は驚きました。また、普及に尽力する指導

者の多さなどに感銘を受け、今回の交流を

通じて、自分たちの剣道に対する姿勢を確

認するいい機会となりました。

　　 相撲部　　　　　　　　　　　　　  

国際大会で今選手が
創部以来初無差別級で優勝

4月16日、大阪府堺市大浜公園相撲場

において開催された「第5回国際女子相撲

選抜堺大会」において、相撲部の今日和選手

（国関2）が、無差別級で優勝、重量級3位

の成績を収めました。無差別級での優勝は

創部以来初の快挙です。また、コーチ兼選

手を務める山中未久選手（職員）も、軽量級

において優勝を収めました。

CULTURE/ART�文化・芸術
問い合わせ先：学生オフィス
075─465─8167
※掲載中の所属・回生などは開催時点のもの

　　 立命館ローバース　　　　　　　                  

活動再開の集いを開催
2月26日、衣笠キャンパスで「立命館大

学ローバース活動再開の集い」を開催しまし

た。ローバースとは、ボーイスカウトの18

歳以上の男女の活動組織であるローバース

カウトのことで、活動団体は全国の大学で組

織されています。

本学のローバースカウト活動は「ボーイス

カウト京都第90団」として1997年に発団

後、団員の減少などで2014年3月に休団。

活動を休止していましたが、幼少期から地元

でボーイスカウト活動をしていた八里智穂さ

ん（産社3）がSNSなどを駆使してボーイス

カウト経験者に呼びかけ、「立命館ローバー

ス」として再結成。咋年10月には登録団体

としても承認されました。今回の復団にあた

り、OB・OGを中心として組織される育成会

も発足し、その会長に門川大作・京都市長が

就任されました。

　　 和太鼓ドン　　　　　　                  

和太鼓ドンとルーマニア来日団が交流
3月27日、来日中のルーマニアで日本語

を学ぶ高校生から社会人までのグループが

本学を訪れ、出迎えた和太鼓ドンの部員らと

和太鼓演奏＆体験などを通じ交流を深めまし

た。和太鼓ドンは、オリジナル曲の「無礼講」

「宴」などを披露。息のピッタリ合った和太

鼓のパフォーマンスに参加者は時を忘れ聴き

入っていました。

　　 漫画研究会　　　　　　                  

京都府警と連携し性犯罪を
未然に防ぐための啓発マンガを制作
近年、女性が夜道でイヤホンやスマホを使

用しているときに性犯罪に巻き込まれるケー

スが多くなっています。その被害の未然防止

を目的とした4コマ漫画を、本学漫画研究会

と京都府大学安心・安全推進協議会の協働

で制作しました。

漫画を執筆した漫画研究会の池西和貴さん

（文2）に対して2月28日に京都府警察本

部から感謝状が贈られたほか、漫画は啓発チ

ラシとして府内の全46大学・短期大学に配

布される予定です。

　　 能楽部　　　　　　                  　 

第34回立命薪能を開催
4月24日、衣笠キャンパスにおいて能楽

部による「第34回立命薪能」が開催されま

した。キャンパス内で本格的な薪能を行う

のは全国でも本学だけです。この日も、以

学館前に特設舞台を組み、日が暮れると周

囲に篝火をたいて、演目がスタートしまし

た。この日に向けて稽古を積んできた部員

たちが、舞囃子「養老」や能「船弁慶」を

披露し、毎年の公演を楽しみにしてくださっ

ている地域住民や卒業生、また学生らを魅

了しました。

　　 モダンジャズバレエ部・京炎そでふれ！おどりっつ 

大船渡市「平成29年度碁石海岸観光 
まつり」に学生団体が出演

5月4・5日に岩手県大船渡市で開催された

「平成29年度碁石海岸観光まつり」に、モ

ダンジャズバレエ部と京炎そでふれ！おどりっ

つの2団体が参加しました。本学の学生団体

の参加は今年で5回目を迎えました。2日間

とも好天に恵まれ、会場には地元の方々な

ど多くの来場者がありました。どちらの団体

も、踊りを披露するだけでなく事前に簡単な

振り付けを用意し、来場者を巻き込んで一緒

に踊るなど工夫を凝らし、会場に一体感をも

たらしました。

CAMPUS ACTIVITIES�学生活動
問い合わせ先：広報課
075─813─8146
※掲載中の所属・回生などは開催時点のもの

 障害学生支援室  　　　　　　                  

学校生向けの
『ミニ・オープンキャンパス』を開催

2月21日、衣笠キャンパスにおいて、障

害学生支援室の学生サポートスタッフが中心

となり、京都府立聾学校（酒井弘校長）の

生徒に向けた『ミニ・オープンキャンパス』

を開催しました。

聾学校の生徒から、「健聴者との接点が少

ない」「これまで大学へ進学した先輩が少な

い」などの理由から、大学に進学したいと考

えていながら二の足を踏むケースがあるとい

うことを聞き、「もっと大学を身近に感じても

らおう」と、企画しました。会には同校の中等・

高等部から8名が参加。キャンパスツアーや

交流会、模擬授業などを通じ、多くの学びを

体験してもらいました。企画リーダーの森菫

さん（映像2）は、「参加者から（サポートの

あり方、やり方などについて）学ぶことも多

く、とても参考になりました。今後も障害者

サポートの充実につながる企画を考えること

はもちろん、障害のある学生が安心して通え

る環境づくりに努めていきたい」と今後の抱

負を話しました。

SPORTS�スポーツ
問い合わせ先：スポーツ強化センター
077─561─3977
※掲載中の所属・回生などは開催時点のもの

河添選手（左）　写真提供／月刊陸上競技

今選手（右）と山中選手（左）

池西さん（右から2番目）
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スポーπ݈߁Պֶ෦・ւ࿝͕ࣨڀݚ
ϗςϧͱڠಇͰϝχューΛاը։ൃ
スポーツ健康科学部・海老研究室（海老久

美子教授）は、びわ湖大津プリンスホテル

のブッフェレストラン「Lake View Dining 

Biona（レイクビューダイニング ビオナ）」

（岡本賢治料理長）と協働で健康栄養学の知

見を取り入れたメニューを企画開発しまし

た。料理は「滋賀の健康」をテーマとし、滋賀

の食材や有機野菜などがふんだんに使われ

ています。今後は、「おいしさ」を伝える「食

のQOL（Quality of life）プログラム」として、

季節ごとに新たなメニューの企画開発を進

める予定です。

ઈ໓ةዧछ・ඐഀݻބ༗छ
ϗンϞϩコΛઈ໓͔ΒकΔ
薬学部細胞工学研究室の高田達之教授と

檜垣彰吾助教らのグループは、国立遺伝学研

究所、滋賀医科大学および琵琶湖博物館と共

同で、絶滅危惧 IA類に指定されている琵琶湖

固有種ホンモロコの精原細胞（精子のもとと

なる細胞）の in vitro培養により、受精能をも

つ精子の作製方法を開発し、親魚を必要とし

ない精子分化を可能にしました。

この成果は、Scientific Reports（オンライ

ン版）で発表しました。本研究成果により、

琵琶湖固有魚の絶滅後でも、実験室でその精

子形成過程を再現することが可能となり、さ

らに精巣内では半年を要する精子形成が１

カ月に短縮できます。これは、新たな雄性配

偶子の保存方法としてのみならず精子分化

メカニズムの解析にも有効と考えられます。

日にびわこ･くさつキャンパスで、「2016

年度後期立命館大学学位授与式（学部・大学

院）」を挙行し、6,492名の学部生、976名の

大学院生が新しい門出を迎えました。

2017年౓લظɹ
໋ཱؗେֶ・େֶӃೖֶࣜΛߦڍ

4月2日に京都市勧業館みやこめっせに

て、「2017年度前期立命館大学・大学院入学

式」を挙行しました。大学に7,894名、大学

院に1,061名と新しい仲間を迎えたほか、世

界27カ国・地域から541名の留学生も入学

しました。

͕༺ೖ͠たॻ੶のརߪ෇ۚͰد
໋ཱؗେֶ0*$ϥΠϒϥリーͰ࢝·Δ
「BOOKS FOR BOOKS～立命館の本活

～（以下、B for B）」の寄付金を活用し、大阪

いばらきキャンパスのOICライブラリーに

おいて約400冊の図書などを購入、利用を開

始しました。B for Bは、卒業生・保護者・教

職員などからご提供いただいた書籍の売却

代金をご寄付として、立命館の図書を充実さ

せる取り組みです。2013年3月から開始し、

これまでに3,812名の方々から18万冊を超

える書籍をご提供いただきました（2017年

2月末現在）。寄付金は累計で約336万円に

到達、これまでに立命館小学校、衣笠キャン

パス、びわこ・くさつキャンパスの各図書館

の図書の充実を図ってきました。

͕「ձ໋ཱࣾؗ΀Βࣜ͢ג」
ো͕͍ऀޏ༻ΛਐΊΔ特ྫࢠձࣾʹೝఆ
学校法人立命館を親会社とする 「株式会社

立命館ぷらす（以下、立命館ぷらす）」が、3月

1日付で、京都西陣公共職業安定所より、障

がい者雇用を進める特例子会社としての認

定を受けました。学校法人の子会社が「特例

子会社」の認定を受けるのは、西日本では初

めてのケースです。

今回の認定を受け、3月10日、特例子会社

認定書授与式および立命館ぷらすの見学会

が、衣笠キャンパスで行われました。京都西

陣公共職業安定所の笹原弘美所長より認定

書を授与された学校法人立命館の志磨慶子

常務理事は、「本学では、多くの障がいのあ

る学生が熱心に学んでいる。多様な学びの場

の創出に努めてきた大学として、雇用の観点

からも貢献していきたい」と話し、立命館ぷ

らすの澤田功代表取締役も、「今後、立命館

大学で学ぶ障がい学生のインターンシップ

受け入れなども積極的に検討していきたい」

と抱負を語りました。

Ωャンύスアジア・ϓϩάϥム͕
จՊল「ੈք展։ྗڧԽۀࣄ」の
ධՁͰ̨ධՁΛ֫ಘޙࣄ
文部科学省「大学の世界展開力強化事業」

（平成23年度採択分）のタイプA-I（日中韓

のトライアングル交流事業）の事後評価にお

いて、文学部の「東アジア次世代人文学リー

ダー養成のための、日中韓共同運営トライア

ングルキャンパス」（通称：日中韓キャンパ

スアジア・プログラム）が、最高評価のS評

価を獲得しました。3カ国以上の共同教育に

対する普遍的なモデルを提供したことが、我

が国の大学教育のグローバル展開力の強化

に対する貢献として高く評価され、2014年

の中間評価に続き、採択された10校の中で

唯一のS評価を獲得した私立大学となりまし

ฏ੒2�年۽ຊ஍਒͔Β1年
く·もͱөըϓϩジΣクト 

「うͭく͍͠ͻͱ」 
νャリςΟ্өձΛ։࠵

4月13日、大阪いばらきキャンパスにおい

て、行定勲監督作品のくまもと映画プロジェ

クト「うつくしいひと」上映会およびトーク

セッションを開催しました。「平成28年熊

本地震」から1年。前震のあった4月14日の

前日である13日に、震災前の熊本の美しい

風景と物語が織り込まれた映画を見ながら

関西から熊本に思いを馳せようと、災害復興

支援室が企画しました。

映画上映後は、山口洋典共通教育推進機構

准教授（前災害復興支援室副室長）が進行を

務め、ゲストに関嘉寛関西学院大学社会学部

教授と戸上雄揮さん（法2、くまだす＋R代

表）を迎え、『関西から熊本に寄り添って』と

いうテーマのもと、トークセッションを行い

ました。

Ӧֶ෦ܦ 

「6OJWFSTJUZ 7FOUVSF (SBOE PSJY 
201�」Ͱ「50.0DA$)* SPDJBM 
FOUSFQSFOFVSTIJQ৆」Λड৆

1月22日、東京大学本郷キャンパス（情報

学環ダイワユビキタス学術研究館）で開催さ

れたビジネスプランコンテスト「University 

Venture Grand Prix 2016」（経済産業省大

学・大学院起業家教育推進ネットワーク主

催）決勝大会で、菅間伶史さん（経営2）、川

瀬慶さん（経営1）のチームが「TOMODACHI 

Social entrepreneurship賞」を受賞しまし

た。北アフリカのチェニジアや他の地域で

雑草として取り扱われている「アイスプラン

ト」に着目し、この大量に確保できる「アイ

スプラント」を粉末状にして、食料品の一部

または塩の代替品として先進国であるヨー

ロッパや日本へ輸出を図り、その利益をアフ

た。日中韓キャンパスアジア・プログラムは、

これまでの成果を基盤として2016年度より

常設化され、「文部科学省 平成28年度大学

の世界展開力強化事業」に2期連続で採択さ

れています。

౦೔ຊେ਒͔ࡂΒ�年
「͍のͪのͭͲ͍」Λ։࠵

3月11日、立命館大学国際平和ミュージア

ムで、「3.11追悼企画 いのちのつどい」を開

催しました。この企画は、東日本大震災で亡

くなられた方々を追悼するとともに、被災さ

れた方々や復興への歩みを進める地域に思

いを馳せ、寄り添うことを誓う企画として、

2011年の発災の翌年度から毎年実施してい

るもので今回が6回目。会には、学園関係者、

地域の方々、連携協力協定を締結している福

島県庁の方々など約120名が参加。シンポジ

ウムのほか追悼式典、学生の活動報告、展示

企画などが行われ、それぞれの未来について

学びを深めました。

201�年౓ظޙ
໋ཱؗେֶֶҐत༩ ʢֶࣜ෦・େֶӃʣΛߦڍ

3月20日に大阪いばらきキャンパスと朱

雀キャンパス、21日に衣笠キャンパス、22

リカの地域開発に再投資するビジネスモデ

ルを発表し、副賞として「シリコンバレー研

修」へ派遣される権利を手にしました。

෦ֶ܎ؔࡍࠃ 

シンポジ΢ムࡍࠃ
「トϥンϓ੓ݖ͸ੈքΛͲうม͑Δ͔」
Λ։࠵

2018年に開設30周年を迎える国際関

係学部は1月11日、衣笠キャンパスで、

同校友会、米国アメリカン大学School of 

International Serviceの協力のもと、国際シ

ンポジウム「トランプ政権は世界をどう変え

るか」を開催しました。

シンポジウムには学生を含め約100名が

参加。薮中三十二国際関係学部特別招聘教

授（元外務事務次官）が外交や国際政治の立

場から、国際関係学部・研究科OBで三井物

産戦略研究所主席研究員、元毎日新聞記者

の白戸圭一氏がワシントン特派員をはじめ

としたメディア経験から、南川文里国際関

係学部教授が専門の移民研究の視点から講

演を行ったほか、アメリカン大学からDavid 

Banks氏がビデオ報告を行い、日米双方の視

点から多角的にトランプ政権の今後につい

て活発な議論が交わされました。

笹原所長（左）と志磨常務理事（右）

プログラム参加者

献花の様子

菅間さん（中央左）と川瀬さん（中央右）

くまだす＋R代表の戸上さん
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高い芸術性と高度な技術力が求められる競技

スポーツとして今、注目を集めているのが“バトン

トワリング”（バトントワーリングと言われることも

ある）。競技種目には、1本のバトンで技術を競うソ

ロトワール、2本のバトンを使用するトゥーバトン、

マーチのリズムで行う行進スタイルのソロストラッ

ト、バトンとダンスを組み合わせたダンストワール、

二人一組で行うペアなどがある。華やかな演技の

裏で技を磨くトレーニングはハードを極める。今回

は、3月に石川県で行われた国内最高峰の大会「第

42回全日本バトントワーリング選手権大会」のソロ

トワール女子U22部門で優勝し、8月にクロアチア

のポレッチで開かれる2017IBTFグランプリ大会・

第9回WBTFインターナショナルカップに日本代表

として出場が決まっているバトントワリング部の近

藤礼さんに、競技の魅力や大学生活、世界大会に

向けた意気込みなどについて話を聞いた。

空中に高回転のバトンを投げるエーリアル、バ

トンを身体の一部で転がすように回転させるロー

ル、バトンを指や手で回転させるコンタクト・マテリ

アルの大きく3つに区分される技を巧みに組み合

わせ、表現力を競うのがバトントワリングだ。欧米

などを中心に世界20カ国以上で行われ、その操

作技術は数百種類あると言われており、バトンを

駆使した華麗な舞は、競技のみならず様々な場面

で人々の心を捉えてやまない。

5つ上の姉の背を追いかけるように3歳から競

技を始めたという近藤さん。6歳の時に関東大会

で年代別の1位を獲得するなどメキメキと上達。

年を重ねるごとに曲に合わせ、楽しさや喜び、悲し

みなど様々な感情を表現できる競技の魅力に引き

込まれていった。

しかし、自身の向上心とは裏腹に、全国大会に

は出場するものの上位に食い込めなくなっていっ

た。新体操やエアロビクス、ダンスなど他のス

ポーツに寄り道したこともあったと言うが、「やっ

ぱりバトンが好き」と、気が付けばバトンを手に汗

を流す自分がいた。

小・中学校時代、日の目を見ることはなかったが、

“日本一になるためには日本一の練習をしない

といけない”というコーチの言葉を胸に人一倍練

習に打ち込んできた。負けん気の強さと努力の積

み重ねで、高校では団体種目でチームの中核とな

り、個人種目とあわせて全国大会などで活躍。つ

いに高校生のソロ部門で優勝を果たす。

その後も「もっとバトンを極めて、グランドチャン

ピオンになりたい」と新たな目標を立て立命館大

学への進学を意識。当時から立命館のチーム演技

は全国の中・高校生の憧れの的でもあり、ハードな

練習と学業との両立の厳しさを聞いていたが、夢

を叶えるために入学を決意した。

覚悟の上だったが、勉強と練習の両立は予想

以上に厳しいもの

だった。一人暮らし

の寂しさも相まって、

逃げ出したい気持ち

になったこともあっ

たというが、「勉強も

練習も同じように頑

張る仲間がいたから

乗り越えられました」

と振り返る。4回生となった現在は、個人種目もさ

ることながら、部のリーダーとしての重責も担って

いる。「育った環境や目指してきたものが異なるメ

ンバー全員が、一つの目標に向かい、お互いに存

在意義を感じながら活動できるよう部を運営して

いくことの難しさを学びました。視野も広がり、い

ろいろ考えながら取り組めるようになりました」と

笑顔で話す。

確かな練習量と精神的な成長によって、先日の

全日本大会で優勝。最大の目標だった全部門の

頂点となるグランドチャンピオンこそ逃したもの

の、前回5位に終わっている世界大会でのメダル

獲得に向けまずまずの仕上がりを見せている。今

もシーズンを問わず練習に打ち込み、時間があれ

ばバトンを回す日々。捻挫はもちろん、肋骨の骨

折なども一度や二度ではないという。そうした窮

地を乗り越える原動力となっているのが、小さい

頃から信じてやってきた何千、何万時間にもおよ

ぶ練習に他ならない。「世界のメダルもそうです

が、一番の目標であるグランドチャンピオンを獲

るまではやめられない」。大学でのラストチャンス

となる来春の全日本に向け、これまでの学びをス

テップにラストスパートをかける。

バトンで人々を元気にしたいと話す近藤さん
ディズニーランドのパレードなどにも出てみたいと意欲を見せる

世界大会への切符をつかんだ大会
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小さい頃からバトンと一緒に過ごし
てきた

① ྟচ৺ཧ࢜ରԠϓϩάϥϜのื集࿮֦େʂ

これまで定員15名であった臨床心理士資格取得

認定プログラム。人間科学研究科では25名の募

集を行い、今後の社会のニーズに応えるべく枠を

拡大しました。これにより国内有数の大規模な臨

床心理士対応プログラムとなります。

ᶅ ྖڀݚҬの֦େと༥߹ʂ

これまで融合の機会が少なかった臨床心理学・

対人援助学領域と基礎心理学領域。人間科学に関

する多様な研究により、院生が自らの学問的関心

を中心に据えて、さらに周辺領域との融合や発展

を可能にするカリキュラムや研究の機会を用意

しています。

һ਺のେ෯֦େʂڭ ②

これまで応用人間科学研究科の臨床心理・対人援助

の領域で20名、文学研究科の基礎心理の領域で14

名の教員が運営を行ってきましたが、人間科学研究

科では、臨床心理士16名と対人援助・基礎心理を含

めて、計42名の教員体制で専門領域を網羅します。

ᶆ ݱ໾社会ਓに΋ରԠするΧリΩュϥϜʂ

働きながら学位を取得するため、限られた時間を

有効活用しなければならない社会人院生のニーズ

に応えるサテライト遠隔講義と平日夜間・土曜開

講。現役で働く社会人にも対応した開講形態とな

ります。

ᶇ ެೝ৺ཧࢣೝఆϓϩάϥϜにରԠʂ

医療保健領域から教育、福祉、産業、司法、被災者

支援、社会福祉と幅広い領域での課題に対応する

公認心理師。人間科学研究科では、プログラムへ

の対応とともに、アカデミックな角度からのアプ

ローチも行います。

　今、世界は食をめぐる様々な課題に直面しています。安全・安心
な食の確保や、世界的な食の偏りと格差問題、食品生産技術や保存
輸送技術の変化など、もはやひとつの学問分野だけによる解決は
不可能であり、従来の価値観や知識だけで解くことはできません。
　これまで、食はあまりに身近であるために、学問の対象として深
く探究されてきませんでした。しかし、人類的な課題の解決に向け
ては、深い教養や最新の科学技術に関する知識も必要です。
　食マネジメント学部では、食の社会的なあり方や、文化的・歴史
的な背景、そして自然科学的な知識までを、経済学・経営学を基盤
に「マネジメント」「カルチャー」「テクノロジー」の3つの領域の総
合的な学びを通じて理解していきます。さらに、実践的に課題を
解決していく力を養うために、企業や組織と連携しながら実習に
取り組みます。世界の食関連産業の市場規模は約700兆円に達し、
今後も拡大が予測されています。私たちは、食に関わる課題を俯
瞰的かつ総合的に捉えて解決できる、高度マネジメント人材の養
成に取り組みます。

「食」を「学問」へ

 人間科学研究科の5つの新しい特色

立命館大学 大学院人間科学研究科
Ritsumeikan  University,  Graduate  School  of  Human  Science

START UP 2018.4

H
um

an Science

立命館大学 

食マネジメント学部

立命館大学 

大学院人間科学研究科
●最新情報はこちら（研究科HPは現在開設準備中）　
  http://www.ritsumei.ac.jp/psy/info/detail/?id=43

立命館大学 総合心理学部事務室　Tel.072-665-2190
大阪いばらきキャンパス（OIC） 〒567-8570 大阪府茨木市岩倉町2-150 

●食と未来を考えるWebマガジン「ガストロノミア」も公開中　
  http://www.gastronomia.jp/

2018年度設置構想中

お問い合わせ

※上記の内容は予定であり、変更する場合があります。

ೖࢼ৘ใ http://www.ritsumei.ac.jp/file.jsp?id=336566

立命館大学 食マネジメント学部設置準備事務室

Tel.077-561-4801 ／ Fax.077-561-4699
びわこ・くさつキャンパス 〒525-8577 滋賀県草津市野路東1-1-1

お問い合わせ

ֶ෦αΠτ http://www.ritsumei.ac.jp/gas/pre 学部サイトはこちら



校 友 消 息（ 判 明 分 ）

B O O K S（ 寄 贈 図 書 ）

◆桐畑米蔵氏（’61 法）著
『“残年蹣跚” ～恥のかきだめ・その三』
	 きかんしコム

◆川村匡由氏（’69 文）著
『防災福祉のまちづくり  公助・自助・互助・共助』
	 水曜社　2,500 円＋税

校友会へご寄贈くださいました本の中から一部を紹介させていただいております。

◆拝師暢彦氏（’71 理工）著
『京都府立第一高女と鴨沂高校』
	 京都新聞出版センター　1,500 円＋税

◆坂口雅彦氏（’99 文）著
『やさしい英語で話がはずむ !　

外国人が喜ぶ日本のトピックス 108』
	 ベレ出版　1,800 円＋税

叙勲2017年春
■瑞宝重光章

松本哲泓氏（’70法）	
元大阪高裁判事

■瑞宝中綬章

水野雅充氏（’70法）
元東北管区行政評価局長

■旭日小綬章

岡野益巳氏（’72理工）
京都府建設業協会長

■瑞宝小綬章

杉原和彦氏（’67法）
元京都市文化市民局長

三村嘉昭氏（’67文）
元公立高校長

志村康次氏（’70法）
元神戸中央郵便局長

■瑞宝双光章

植西　亮氏（’60文）
元大阪大学工学部事務部長

坂根　章氏（’69法）
元公立小学校長

高須淳一氏（’70法）
元近畿運輸局海事振興部長

■旭日単光章

伊藤澄夫氏（’65経営）
伊藤製作所代表取締役

■瑞宝単光章

安宅茂行氏（’68経営）
元在カラチ日本領事館現地職員

山本紀子氏（’80経済）
元京都大学医学部附属病院	
看護部看護師長

危険業務従事者叙勲2017年春
■瑞宝双光章

岩田佐一郎氏（’73経営）
元京都市消防司令長

■瑞宝単光章

中村重勝氏（’69法）
元兵庫県警部補

太尾紘一氏（’70産社）
元大阪府警部補

褒章2017年春
■藍綬褒章

村上良一氏（’58法）
学校法人村上学園理事長

就任

橋本幸三氏（’80法）
京都府教育委員会教育長
4月1日就任

三上高弘氏（’82理工）
東芝機械株式会社		代表取締役社長
4月1日就任

花谷卓治氏（’77法）
モロッコ大使
4月7日就任

堀　忠雄氏（’68法）
京都府和束町長
4月22日就任（5期目）

是永修治氏（’79法）
大分県宇佐市長
4月24日就任（3期目）

高橋俊夫氏（’75産社）
東亜ディーケーケー株式会社			
代表取締役社長
6月27日就任

中村雅昭氏（’82経済）
株式会社ロイヤルホテル
代表取締役		専務取締役
6月29日就任

津田博之氏（’82経営）
アマノ株式会社		代表取締役社長
6月下旬就任予定
	
	
訃報

伊豆善也氏（’52経済）
2月18日ご逝去		87歳	
福岡県校友会理事

土田次郎氏（’63文）
3月6日ご逝去		76歳
奈良県校友会事務局長

河原四郎氏（’56経済）
5月6日ご逝去		87歳
学校法人立命館名誉館友　
立命館大学校友会名誉校友

名主川久仁様（’91経済）
5月20日ご逝去		49歳
学校法人立命館		
元校友・父母課長　

BOOKS FOR BOOKS ～立命館の本活～申込書
1 .	本申込書記入者（以下、私）は、私が所有する書籍等を株式会社バリューブックスに引
き渡し、その売却代金を学校法人立命館が受領することをもって、私からの寄付とす
るものであることを確認します（現物寄付ではありません）。

2.	私は、株式会社バリューブックスおよび学校法人立命館に対し、理由を問わず、本件
書籍等の返還、および買取相当額の支払いを請求いたしません。

3.	私は、株式会社バリューブックスと学校法人立命館が、本申込書に記載された氏名等
の個人情報を本プロジェクトならびに学校法人立命館の活動目的にのみ使用すること
を了承します。

学校法人立命館 理事長 長田豊臣殿
学校法人立命館の設置する学校の教育および研究の充実のために本物品の売却代金を寄付します。

（〒　　　　-　　　　　　）

買取価格　　　　　　　　　　　　円 団体ID
98事務局記載欄

□案内等を希望しない今後、本学の各種行事等のご案内を差し上げる場合がございます。
希望されない方は右記にチェックをしてください。

立命館学園の図書充実のため

　日）（月）（ 年）（西暦生年月日

お名前

フリガナ

ご記入日 送付段ボール箱数

住所

電話番号

寄付目的

本学との関係（任意）

E-mail

□ 卒業生　卒業 西暦（　　　　）年　卒業校・学部（　　　　　　　　　　　）
□ 教職員　□元教職員　□ 在校生父母・卒業生父母
お子様の在籍校・卒業校（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  ）   

年　 　 月　　  日 箱

＠

<

キ
リ
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INFORMATION

2月26日、衣笠で大学生男女のボーイスカウト「ローバースカウト」の
｢活動再開の集い｣が50名あまりの出席の下、開催されました。私は
校友会とスカウト活動歴から｢団委員長｣を仰せ付かりました。1995

（平成7）年に結成された｢立命館大学ローバースカウトクラブ｣は、
17年間の活動の後、休団しました。約2年前、有志学生たちが呼び
掛け、先輩方やボーイスカウト京都連盟等のご協力を賜り、活動再開
の運びとなったものです。少子化等の影響で、多くのローバースカウ
ト部が休止を余儀なくされるなかでの再開です。15名の部員たちの多
くは出身地でスカウトとして経験を積んできています。ご子息お二人を
スカウトとして育て上げられた京都市長の門川大作先輩が務
められる｢育成会長｣とともに立命館大学でのスカウト活動
を見守っていきたいと思います。（宮西徳明）

近年、京都にも多くの外国人観光客が来られ、日本の
伝統文化に親しんでおられます。先日、京の伝統芸能に
親しむ機会がありましたが、そこで 2 階席の外国の方が身
を乗り出して熱心に鑑賞されていました。日本人でも理解するの
が難しい所作やストーリーを真剣に鑑賞されている姿に、本当に
すばらしい文化は言葉を超えて理解されるのだなと改めて思いま
した。ただ、帰りのバス停で外国の方からバスの乗り方について話
しかけられたのですが、拙い英語での説明だったため、あまり理解
してもらえませんでした。これからの国際化時代、やはり英語は大
切です。学生の時、もっと英語を勉強していたら、といまさらなが
ら後悔の瞬間でした。（森 力）

先日、衣笠の平井嘉一郎記念図書館を見て回った。貸出カウン
ターのある1 階から2 階、3 階へ上がるにつれ、カジュアルから落
ち着いた装いになるのが特徴でカウンターに寄らずとも本が借り
られる最新設備もある。一日を過ごすとしたら、2 階のコンセント
付き机で調べたいテーマの本を乱読しながらＰＣで原稿を書き、1
階のカフェで一息。3 階では白川静の特別コレクションを拝見して
肘掛けソファーでゆっくり小説を読みたい。新しいのに懐かしい空
気感なのは、かつて入学式、卒業式が行われた旧体育館の跡地
だからか。ふと思い出した。興味津々で私の入学式についてはき

たものの、大勢の新入生に圧倒され、所在なさげに後列に
ちょこんと座っていた今は亡き母の姿を。（山岡祐子）

私事ですが 4 度目の出産まで、あとわずかとなりました。
何度経験しても慣れるものではないようで、楽しみと不

安が入り混じります。5月などまだ先だと思っていると、気
づけばもうそこでした。桜も散り、半袖で街を歩く方の姿が見える

ようになり、季節の移り変わりは何とも早いものです。日常はこん
なに早く過ぎていくにもかかわらず、旧友たちと語り合うと、大学
生のような感覚で 10 年以上の時の経過を気にもせずに話し続け
ている自分がいます。この歳になり、立命という学び舎の有り難さ
は未来に続く繋がりであると改めて感じさせられます。ご配慮いた
だいたみなさまに感謝の気持ちを忘れず、元気に復帰したいと思
います。（安井亜希・2017 年 4月下旬執筆）

編集室から

◦ISBN のない本

◦百科事典  ◦コンビニコミック  ◦個人出版の本
◦マンガ雑誌　◦一般雑誌

※上記の本が混入していても、費用の負担などは
　生じません。

買取額は市場価格等を考慮して（株）バリューブックスにて査定されます。買取額は需要と供給によって決まるた
め、ご自身が大切にされている本であっても、残念ながら低額となることや値段がつかないこともございます。お申
込みに際しては、その点をご理解くださいますようお願い申し上げます。

お申込 みに関してのご 注 意

お問合せ先 学校法人立命館 総務部 寄付事務局  TEL：075-813-8110（平日 9:30 〜 17:00）

2013 年 4 月 か ら 2017 年 3 月 末 ま で に 3,848 名 の 方 々 か ら187,014 冊
の本をお送りいただきました。誠にありがとうございます。
引き続き、校友のみなさまのご協力をよろしくお願い申し上げます。

詳しくは　　WEB をご覧ください。

～立命館の本活～

ISBN
見本

　  どのような仕組みですか？ 　  以下の本は取り扱えませんので
 ご了承ください。

古本を送付 古本の集荷・
仕分け・買い取り

図書充実の
ための費用へ

株式会社
バリューブックス

※提携企業

校友の
みなさま

   手 続きの方法は？ 
①書籍を段ボール箱に入れる。
②電話（バリューブックス       0120-826-292）かWEBで集荷を依頼する。

※ お電話の場合は右の「申込書」をキリトリ線に沿って切り取り、
 必要事項をご記入のうえ段ボール箱に入れてください。

※ ５冊以上であれば送料は無料です。
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春季特別展

立命館大学国際平和ミュージアム企画展のご案内

月曜日（ただし、7/17、9/18 は開館）7/18（火）、8/12（土）、9/19（火） 
9/1（金）〜 9/7（木）は夏期休館

休 館 日

午前 9 時 30 分〜午後 4 時 30 分（入館は午後 4 時まで） 
※特別展会期中は毎週金曜日にFriday Night Museumを実施、特別展のみ 19：00 まで開館延長。（入館は 18：30 まで）

開 館 時 間

一般400円（350円）／中・高生300円（250円）／小学生200円（150円）
（　）は20名以上の団体料金／障害者手帳をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料

観 覧 料

審査員特別賞「ガザ」オリヴァー・ヴァイケン（epa）
「避難していた国連学校でイスラエルの攻撃を受け
負傷した少女。ガザ地区・パレスチナ」

戦争、貧困、環境などさまざまな問題にアプローチし、日本に
おけるメディアのあり方を問うDAYS JAPANによる「DAYS
国際フォトジャーナリズム大賞」受賞作品を展示します。世
界が抱える問題とそこに生きる人々の姿を知ることで、いま
一度、平和について考えるきっかけとなれば幸いです。

第 108 回ミニ企画展示

第 109 回ミニ企画展示

6月23日は、沖縄県が制定する沖縄戦犠牲者を慰霊する日です。これに
あわせ、沖縄戦や米軍基地問題などのテーマで出身地沖縄を描いた儀間
比呂志（1923-2017）の版画作品を
展示します。また、秋季特別展では、
本作品をはじめ奥田豊氏寄贈の儀間
作品68点の公開を予定しています。

1992年の開設以来、これまでに開催された85回の特別展ポスターから、
ミュージアム25年間の軌跡を辿ります。

ミュージアム・この1てん 

「もうたくさんだ」

ミュージアム25周年記念

「特別展ポスターコレクション1992-2017」

DAYS JAPAN
フォトジャーナリズム写真展

会  期

特別展ポスターコレクション1992-2017 
7月8日（土）～ 8月27日（日）

第 109 回
ミニ企画展示

ミュージアム・この1てん「もうたくさんだ」
6月1日（木）～ 6月30日（金）

第 108 回
ミニ企画展示

DAYS JAPANフォトジャーナリズム写真展
4月15日（土）～ 7月9日（日）春季特別展

※常設展示（地階･2 階）は、上記展示期間以外でも見学することができます。

儀間比呂志「もうたくさんだ」

30 JULY 2017




